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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　所定電力を消費する第１期間と前記第１期間より消費電力の少ない第２期間とを有し、
前記第１期間と前記第２期間とを繰り返すことにより消費電力が周期的に変化する表示部
と、
　前記表示部へ供給される電力を安定化する平滑コンデンサと、
　前記第２期間に、前記供給される電力を消費する電力消費部と、
　前記表示部の動作を確認するテストを行う際に、テスト信号を前記表示部に印加するた
めに動作させるテスト用スイッチング素子と、
　を含み、
　前記電力消費部は、
　前記第２期間に、前記テスト用スイッチング素子を動作させて電力を消費する、
表示装置。
【請求項２】
　前記表示部は、表示デバイスにタッチ検出デバイスを内蔵して一体化したものであり、
　前記第１期間は前記表示デバイスの表示動作期間であり、
　前記第２期間は前記タッチ検出デバイスのタッチ検出期間である、請求項１に記載の表
示装置。
【請求項３】
　前記テスト用スイッチング素子と前記表示部との間の信号線に、前記信号線の電圧値を
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一定に保つ信号を、前記第２期間に印加する信号印加部をさらに備える、請求項１又は２
に記載の表示装置。
【請求項４】
　前記信号線の電圧値を一定に保つ信号は、前記第２期間に、前記表示部に設けられてい
る画素信号線を所定の電圧に設定するための信号である、請求項３に記載の表示装置。
【請求項５】
　前記電力消費部は、前記第１期間に動作するスイッチング素子を含み、
　前記スイッチング素子は、前記第２期間にも動作して前記供給される電力を消費する、
請求項１に記載の表示装置。
【請求項６】
　前記スイッチング素子は、第１トランジスタ素子及び第２トランジスタ素子を含み、
　前記第２期間のいずれのタイミングにおいても前記第１トランジスタ素子及び前記第２
トランジスタ素子の少なくとも一方がオン状態になるように、前記第１トランジスタ素子
及び前記第２トランジスタ素子はそれぞれ所定周期でオンオフ制御され、前記所定周期は
前記第１期間での前記表示部の消費電力に応じて設定される、請求項５に記載の表示装置
。
【請求項７】
　前記スイッチング素子を複数含み、複数の前記スイッチング素子に含まれる前記第１ト
ランジスタ素子及び前記第２トランジスタ素子は、ソース同士及びドレイン同士が接続さ
れており、
　複数の前記スイッチング素子に含まれるすべての前記第１トランジスタ素子及び前記第
２トランジスタ素子のそれぞれのソース及びドレインの一方は前記表示部へ接続される信
号線に接続され、前記第１トランジスタ素子及び前記第２トランジスタ素子のそれぞれの
ソース及びドレインの他方はすべての前記第１トランジスタ素子及び前記第２トランジス
タ素子に共通に設けられた信号線に接続され、
　複数の前記スイッチング素子に含まれるすべての前記第１トランジスタ素子及び前記第
２トランジスタ素子のうちのいずれか一つのトランジスタ素子がオフからオンへ遷移する
タイミングと、複数の前記スイッチング素子に含まれるすべての前記第１トランジスタ素
子及び前記第２トランジスタ素子のうちの他のいずれか一つのトランジスタ素子がオンか
らオフへ遷移するタイミングとが一致するように制御される、請求項６に記載の表示装置
。
【請求項８】
　複数の前記スイッチング素子に含まれるすべての前記第１トランジスタ素子及び前記第
２トランジスタ素子のうちの一部は、前記第２期間のいずれのタイミングにおいても常に
オン状態になるように制御される、請求項７に記載の表示装置。
【請求項９】
　複数の前記スイッチング素子は、
　前記表示部に表示される画像に対応する画像信号に含まれる複数種類の色信号それぞれ
に対応して設けられている、請求項７又は８に記載の表示装置。
【請求項１０】
　所定電力を消費する第１期間と前記第１期間より消費電力の少ない第２期間とを有し、
前記第１期間と前記第２期間とを繰り返すことにより消費電力が周期的に変化する表示部
と、
　前記表示部へ供給される電力を安定化する平滑コンデンサと、
　前記第２期間に、前記供給される電力を消費する電力消費部と、
　を含み、
　前記電力消費部は、前記第１期間の前記表示部の動作に影響を与えずに動作するダミー
素子を含み、
　前記ダミー素子は、前記第２期間に動作して前記供給される電力を消費する、表示装置
。
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【請求項１１】
　所定電力を消費する第１期間と前記第１期間より消費電力の少ない第２期間とを有し、
前記第１期間と前記第２期間とを繰り返すことにより消費電力が周期的に変化する表示部
と、
　前記表示部へ供給される電力を安定化する平滑コンデンサと、
　前記第２期間に、前記供給される電力を消費する電力消費部と、
　前記第２期間に動作するスイッチング素子と、
　を含み、
　前記電力消費部は、前記スイッチング素子と共に動作し、かつ、前記表示部の動作に影
響を与えずに動作するダミー素子を含み、
　前記ダミー素子は、前記第２期間に動作して前記供給される電力を消費する、表示装置
。
【請求項１２】
　前記電力消費部は、前記ダミー素子を、前記第１期間の前記表示部の消費電力と前記第
２期間の前記スイッチング素子による消費電力とに応じた数だけ含む、請求項１１に記載
の表示装置。
【請求項１３】
　所定電力を消費する第１期間と前記第１期間より消費電力の少ない第２期間とを有し、
前記第１期間と前記第２期間とを繰り返すことにより消費電力が周期的に変化する表示部
と、
　前記表示部へ供給される電力を安定化する平滑コンデンサと、
　前記第２期間に、前記供給される電力を消費する電力消費部と、
　を含み、
　前記電力消費部は、前記供給される電力によって充放電動作するコンデンサを含み、
　前記コンデンサは、前記第２期間に充放電動作する、表示装置。
【請求項１４】
　請求項１から１３までのいずれか１項に記載の表示装置を備えた電子機器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、画像を表示する表示装置及びそのような表示装置を備えた電子機器に関する
。
【背景技術】
【０００２】
　近年、表示装置は、画質や消費電力などの観点から、液晶表示装置、プラズマ表示装置
、有機ＥＬ表示装置などの様々な種類のものが開発されており、それらの特性に応じて、
据置型の表示装置の他、携帯電話、携帯型情報端末など、様々な電子機器に適用されてい
る。
【０００３】
　表示装置は、一般に、線順次走査を行うことにより画像を表示する（例えば、特許文献
１及び特許文献２）。具体的には、例えば液晶表示装置では、まず、走査線信号駆動回路
（ゲートドライバ）が、マトリックス状に配置された画素のうちの１行（１水平ライン）
を表示駆動の対象として選択する。そして、信号線駆動回路（ソースドライバ）が、その
選択された画素に対して画素信号を供給する。これにより、選択された１水平ラインに係
る画素に画素信号が書き込まれる。表示装置は、このような画素信号の書き込み動作を、
表示面全面にわたり順次走査しつつ行うことにより、画像を表示するようになっている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１０－２５００３０号公報



(4) JP 6046592 B2 2016.12.21

10

20

30

40

50

【特許文献２】特開２０１１－７６７０８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところで、表示装置の電源に平滑コンデンサが挿入されることがある。平滑コンデンサ
は、電源電圧の変動を抑える。これにより、表示装置へ供給される電力は安定化する。し
かしながら、表示装置の動作状態によっては、平滑コンデンサにかかる電圧が周期的に変
化することがある。平滑コンデンサにかかる電圧が周期的に変化すると、圧電効果によっ
て平滑コンデンサが振動し、音鳴りが発生することがある。
【０００６】
　本開示は、平滑コンデンサの音鳴りを抑止又は低減できる表示装置及び電子機器を提供
することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本開示の表示装置は、所定電力を消費する第１期間と前記第１期間より消費電力の少な
い第２期間とを有し、前記第１期間と前記第２期間とを繰り返すことにより消費電力が周
期的に変化する表示部と、前記表示部へ供給される電力を安定化する平滑コンデンサと、
前記第２期間に、前記供給される電力を消費する電力消費部と、を備える。
【０００８】
　本開示の電子機器は、前述した表示装置を有する。
【発明の効果】
【０００９】
　本開示によれば、電力消費部によって、上記第２期間に、供給される電力を消費するの
で、平滑コンデンサの音鳴りを抑止又は低減できる表示装置及び電子機器を提供すること
ができる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】図１は、タッチ検出機能付き表示装置の一構成例を表すブロック図である。
【図２】図２は、静電容量型タッチ検出の基本原理を説明するため、指が接触又は近接し
ていない状態を表す説明図である。
【図３】図３は、図２に示す指が接触又は近接していない状態の等価回路の例を示す説明
図である。
【図４】図４は、静電容量型タッチ検出の基本原理を説明するため、指が接触又は近接し
た状態を表す説明図である。
【図５】図５は、図４に示す指が接触又は近接した状態の等価回路の例を示す説明図であ
る。
【図６】図６は、駆動信号及びタッチ検出信号の波形の一例を表す図である。
【図７】図７は、タッチ検出機能付き表示装置を実装したモジュールの一例を示す図であ
る。
【図８】図８は、タッチ検出機能付き表示デバイスの駆動電極及びタッチ検出電極の一構
成例を表す斜視図である。
【図９】図９は、電源回路とタッチ検出機能付き表示装置の各部との接続例を示す図であ
る。
【図１０】図１０は、第１実施形態であるソースセレクタ部の構成例を示す図である。
【図１１】図１１は、第１実施形態の第１動作例を表す波形図である。
【図１２】図１２は、第１実施形態の第２動作例を表す波形図である。
【図１３】図１３は、第１実施形態の第３動作例を表す波形図である。
【図１４】図１４は、第２実施形態の構成例を示す図である。
【図１５】図１５は、第２実施形態に対する比較例を示す図である。
【図１６】図１６は、第２実施形態の動作の一例を表す波形図である。
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【図１７】図１７は、第２実施形態の動作の一例を示す波形図である。
【図１８】図１８は、画像信号を伝達する配線に固定電位が印加されている場合の第２実
施形態の構成例を示す図である。
【図１９】図１９は、画像信号を伝達する配線に固定電位が印加されている場合の第２実
施形態の構成例を示す図である。
【図２０】図２０は、画像信号を伝達する配線に固定電位が印加されている場合の第２実
施形態の構成例を示す図である。
【図２１】図２１は、表示部の動作を確認する場合の構成例を示す図である。
【図２２】図２２は、第３実施形態の構成例を示す図である。
【図２３】図２３は、第３実施形態の動作の一例を表す波形図である。
【図２４】図２４は、第３実施形態の動作の一例を表す波形図である。
【図２５】図２５は、第４実施形態の構成例を示す図である。
【図２６】図２６は、第４実施形態の動作の一例を表す波形図である。
【図２７】図２７は、変形例１の構成例を示す図である。
【図２８】図２８は、変形例１の動作の一例を表す波形図である。
【図２９】図２９は、タッチ検出期間及び表示動作期間における、電源電圧、駆動信号の
電圧値の変化の例を示す波形図である。
【図３０】図３０は、本実施形態に係るタッチ検出機能付き表示装置を適用する電子機器
の一例を示す図である。
【図３１】図３１は、本実施形態に係るタッチ検出機能付き表示装置を適用する電子機器
の一例を示す図である。
【図３２】図３２は、本実施形態に係るタッチ検出機能付き表示装置を適用する電子機器
の一例を示す図である。
【図３３】図３３は、本実施形態に係るタッチ検出機能付き表示装置を適用する電子機器
の一例を示す図である。
【図３４】図３４は、本実施形態に係るタッチ検出機能付き表示装置を適用する電子機器
の一例を示す図である。
【図３５】図３５は、本実施形態に係るタッチ検出機能付き表示装置を適用する電子機器
の一例を示す図である。
【図３６】図３６は、本実施形態に係るタッチ検出機能付き表示装置を適用する電子機器
の一例を示す図である。
【図３７】図３７は、本実施形態に係るタッチ検出機能付き表示装置を適用する電子機器
の一例を示す図である。
【図３８】図３８は、本実施形態に係るタッチ検出機能付き表示装置を適用する電子機器
の一例を示す図である。
【図３９】図３９は、本実施形態に係るタッチ検出機能付き表示装置を適用する電子機器
の一例を示す図である。
【図４０】図４０は、本実施形態に係るタッチ検出機能付き表示装置を適用する電子機器
の一例を示す図である。
【図４１】図４１は、本実施形態に係るタッチ検出機能付き表示装置を適用する電子機器
の一例を示す図である。
【図４２】図４２は、本実施形態に係るタッチ検出機能付き表示装置を適用する電子機器
の一例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下、本開示の実施の形態について、図面を参照して詳細に説明する。なお、説明は以
下の順序で行う。
１．全体構成例
２．静電容量式タッチ検出の基本原理
３．電源回路と表示装置との接続例
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４．実施形態
５．適用例
６．本開示の構成
【００１２】
＜１．全体構成例＞
【００１３】
　図１は、本例に係るタッチ検出機能付き表示装置の一構成例を表すブロック図である。
タッチ検出機能付き表示装置１は、タッチ検出機能付き表示デバイス１０と、制御部１１
と、ゲートドライバ１２と、ソースドライバ１３と、ソースセレクタ部１３Ｓと、駆動電
極ドライバ１４と、タッチ検出部４０とを備えている。このタッチ検出機能付き表示装置
１は、タッチ検出機能付き表示デバイス１０がタッチ検出機能を内蔵した表示デバイスで
ある。タッチ検出機能付き表示デバイス１０は、表示素子として液晶表示素子を用いてい
る液晶表示デバイス２０に静電容量型のタッチ検出デバイス３０を内蔵して一体化した、
いわゆるインセルタイプの装置である。なお、タッチ検出機能付き表示デバイス１０は、
表示素子として液晶表示素子を用いている液晶表示デバイス２０の上方に、静電容量型の
タッチ検出デバイス３０を装着した、いわゆるオンセルタイプの装置であってもよい。オ
ンセルタイプの装置の場合、液晶表示デバイス２０の直上にタッチ検出デバイス３０が設
けられていてもよいし、液晶表示デバイス２０の直上ではなく他の層を介して上方にタッ
チ検出デバイス３０が設けられていてもよい。
【００１４】
　液晶表示デバイス２０は、後述するように、ゲートドライバ１２から供給される走査信
号Ｖｓｃａｎに従って、１水平ラインずつ順次走査して表示を行うデバイスである。制御
部１１は、外部より供給された映像信号Ｖｄｉｓｐに基づいて、ゲートドライバ１２、ソ
ースドライバ１３、駆動電極ドライバ１４、及びタッチ検出部４０に対してそれぞれ制御
信号を供給し、これらが互いに同期して動作するように制御する回路である。本開示にお
ける制御装置は、制御部１１、ゲートドライバ１２、ソースドライバ１３、駆動電極ドラ
イバ１４を含む。
【００１５】
　ゲートドライバ１２は、制御部１１から供給される制御信号に基づいて、タッチ検出機
能付き表示デバイス１０の表示駆動の対象となる１水平ラインを順次選択する機能を有し
ている。
【００１６】
　ソースドライバ１３は、制御部１１から供給される制御信号に基づいて、タッチ検出機
能付き表示デバイス１０の、各画素Ｐｉｘ（副画素ＳＰｉｘ）に画素信号Ｖｐｉｘを供給
する回路である。ソースドライバ１３には、例えば６ビットのＲ（赤）、Ｇ（緑）、Ｂ（
青）のデジタル画像信号Ｖｓｉｇが与えられる。ソースドライバ１３は、１水平ライン分
の映像信号Ｖｄｉｓｐから、液晶表示デバイス２０の複数の副画素ＳＰｉｘの画素信号Ｖ
ｐｉｘを時分割多重化した画素信号を生成し、ソースセレクタ部１３Ｓに供給する。また
、ソースドライバ１３は、画像信号Ｖｓｉｇに多重化された画素信号Ｖｐｉｘを分離する
ために必要なスイッチ制御信号Ｖｓｅｌを生成し、画素信号Ｖｐｉｘとともにソースセレ
クタ部１３Ｓに供給する。なお、ソースセレクタ部１３Ｓは、ソースドライバ１３と制御
部１１との間の配線数を少なくすることができる。
【００１７】
　駆動電極ドライバ１４は、制御部１１から供給される制御信号に基づいて、タッチ検出
機能付き表示デバイス１０の、後述する駆動電極ＣＯＭＬにタッチ検出用の駆動信号（タ
ッチ用駆動信号、以下駆動信号という。）ＶｃｏｍＡＣ、表示用の電圧である表示用駆動
電圧ＶｃｏｍＤＣを供給する回路である。
【００１８】
　タッチ検出部４０は、制御部１１から供給される制御信号と、タッチ検出機能付き表示
デバイス１０のタッチ検出デバイス３０から供給されたタッチ検出信号Ｖｄｅｔに基づい
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て、タッチ検出デバイス３０に対するタッチ（上述した接触状態）の有無を検出し、タッ
チがある場合においてタッチ検出領域におけるその座標などを求める回路である。このタ
ッチ検出部４０はタッチ検出信号増幅部４２と、Ａ／Ｄ変換部４３と、信号処理部４４と
、座標抽出部４５と、検出タイミング制御部４６とを備えている。
【００１９】
　タッチ検出信号増幅部４２は、タッチ検出デバイス３０から供給されるタッチ検出信号
Ｖｄｅｔを増幅する。タッチ検出信号増幅部４２は、タッチ検出信号Ｖｄｅｔに含まれる
高い周波数成分（ノイズ成分）を除去し、タッチ成分を取り出してそれぞれ出力する低域
通過アナログフィルタを備えていてもよい。
【００２０】
　以下の説明では、図１に示したタッチ検出機能付き表示装置１の構成要素のうち、専ら
表示のために用いられる構成要素をまとめて「表示部」ということがある。「表示部」は
、例えば、液晶表示デバイス２０と、ゲートドライバ１２、ソースドライバ１３、駆動電
極ドライバ１４とを含む。
【００２１】
＜２．静電容量式タッチ検出の基本原理＞
　タッチ検出デバイス３０は、静電容量型タッチ検出の基本原理に基づいて動作し、タッ
チ検出信号Ｖｄｅｔを出力する。図１～図６を参照して、本例のタッチ検出機能付き表示
装置１におけるタッチ検出の基本原理について説明する。図２は、静電容量型タッチ検出
の基本原理を説明するため、指が接触又は近接していない状態を表す説明図である。図３
は、図２に示す指が接触又は近接していない状態の等価回路の例を示す説明図である。図
４は、静電容量型タッチ検出の基本原理を説明するため、指が接触又は近接した状態を表
す説明図である。図５は、図４に示す指が接触又は近接した状態の等価回路の例を示す説
明図である。図６は、駆動信号及びタッチ検出信号の波形の一例を表す図である。
【００２２】
　例えば、図２に示すように、容量素子Ｃ１は、誘電体Ｄを挟んで互いに対向配置された
一対の電極、駆動電極Ｅ１及びタッチ検出電極Ｅ２を備えている。図３に示すように、容
量素子Ｃ１は、その一端が交流信号源（駆動信号源）Ｓに接続され、他端Ｐは抵抗器Ｒを
介して接地されると共に、電圧検出器（タッチ検出部）ＤＥＴに接続される。電圧検出器
ＤＥＴは、例えば図１に示すタッチ検出信号増幅部４２に含まれる積分回路である。
【００２３】
　交流信号源Ｓから駆動電極Ｅ１（容量素子Ｃ１の一端）に所定の周波数（例えば数ｋＨ
ｚ～数百ｋＨｚ程度）の交流矩形波Ｓｇを印加すると、タッチ検出電極Ｅ２（容量素子Ｃ
１の他端）側に接続された電圧検出器ＤＥＴを介して、出力波形（タッチ検出信号Ｖｄｅ
ｔ）が現れる。なお、この交流矩形波Ｓｇは、後述する駆動信号ＶｃｏｍＡＣに相当する
ものである。
【００２４】
　指が接触（又は近接）していない状態（非接触状態）では、図２及び図３に示すように
、容量素子Ｃ１に対する充放電に伴って、容量素子Ｃ１の容量値に応じた電流Ｉ０が流れ
る。このときの容量素子Ｃ１の他端Ｐの電位波形は、例えば図６に示す波形Ｖ０のように
なり、図３に示す電圧検出器ＤＥＴは、波形Ｖ０を検出する。
【００２５】
　一方、指が接触（又は近接）した状態（接触状態）では、図４に示すように、指によっ
て形成される静電容量があたかも容量素子Ｃ２として容量素子Ｃ１に付加するように作用
する。そして、図５に示す等価回路でみると、容量素子Ｃ２は容量素子Ｃ１に直列に追加
された形となる。この状態では、容量素子Ｃ１、Ｃ２に対する充放電に伴って、容量素子
Ｃ１、Ｃ２に電流Ｉ１、Ｉ２が流れる。このときの容量素子Ｃ１の他端Ｐの電位波形は、
例えば図６の波形Ｖ１のようになり、電圧検出器ＤＥＴは、波形Ｖ１を検出する。このと
き、他端Ｐの電位は、容量素子Ｃ１、Ｃ２を流れる電流Ｉ１、Ｉ２の値によって定まる分
圧電位となる。このため、波形Ｖ１は、非接触状態での波形Ｖ０よりも小さい値となる。
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電圧検出器ＤＥＴは、検出した電圧を所定のしきい値電圧Ｖｔｈと比較し、このしきい値
電圧Ｖｔｈ以上であれば非接触状態と判断する一方、しきい値電圧Ｖｔｈ未満であれば接
触状態と判断する。このようにして、タッチ検出が可能となる。
【００２６】
　図１に示すタッチ検出デバイス３０は、駆動電極ドライバ１４から供給される駆動信号
Ｖｃｏｍ（後述する駆動信号ＶｃｏｍＡＣ）に従って、１検出ブロックずつ順次走査して
タッチ検出を行うようになっている。
【００２７】
　タッチ検出デバイス３０は、複数の後述するタッチ検出電極ＴＤＬから、図３又は図５
に示す電圧検出器ＤＥＴを介して、検出ブロック毎にタッチ検出信号Ｖｄｅｔを出力し、
タッチ検出部４０のＡ／Ｄ変換部４３に供給するようになっている。
【００２８】
　Ａ／Ｄ変換部４３は、駆動信号ＶｃｏｍＡＣに同期したタイミングで、タッチ検出信号
増幅部４２から出力されるアナログ信号をそれぞれサンプリングしてデジタル信号に変換
する回路である。
【００２９】
　信号処理部４４は、Ａ／Ｄ変換部４３の出力信号に含まれる、駆動信号ＶｃｏｍＡＣを
サンプリングした周波数以外の周波数成分（ノイズ成分）を低減するデジタルフィルタを
備えている。信号処理部４４は、Ａ／Ｄ変換部４３の出力信号に基づいて、タッチ検出デ
バイス３０に対するタッチの有無を検出する論理回路である。信号処理部４４は、指によ
る差分の信号のみ取り出す処理を行う。この指による差分の信号は、上述した波形Ｖ０と
波形Ｖ１との差分の絶対値｜ΔＶ｜である。信号処理部４４は、１検出ブロック当たりの
絶対値｜ΔＶ｜を平均化する演算を行い、絶対値｜ΔＶ｜の平均値を求めてもよい。これ
により、信号処理部４４は、ノイズによる影響を低減できる。信号処理部４４は、検出し
た指による差分の信号を所定のしきい値電圧Ｖｔｈと比較し、このしきい値電圧Ｖｔｈ以
上であれば、外部近接物体の非接触状態と判断する。一方、信号処理部４４は、検出した
デジタル電圧を所定のしきい値電圧Ｖｔｈと比較し、しきい値電圧Ｖｔｈ未満であれば、
外部近接物体の接触状態と判断する。このようにして、タッチ検出部４０はタッチ検出が
可能となる。
【００３０】
　座標抽出部４５は、信号処理部４４においてタッチが検出されたときに、そのタッチパ
ネル座標を求める論理回路である。検出タイミング制御部４６は、Ａ／Ｄ変換部４３と、
信号処理部４４と、座標抽出部４５とが同期して動作するように制御する。座標抽出部４
５は、タッチパネル座標を信号出力Ｖｏｕｔとして出力する。
【００３１】
　図７は、本例に係るタッチ検出機能付き表示装置を実装したモジュールの一例を示す図
である。図７に示すように、タッチ検出機能付き表示装置１は、後述する画素基板２（Ｔ
ＦＴ基板２１）と、フレキシブルプリント基板Ｔとを備えている。画素基板２（ＴＦＴ基
板２１）は、ＣＯＧ（Chip　On　Glass）１９を搭載し、上述した液晶表示デバイス２０
の表示領域Ａｄと、額縁Ｇｄとが形成されている。ＣＯＧ１９は、ＴＦＴ基板２１に実装
されたＩＣドライバのチップであり、図１に示した制御部１１、ソースドライバ１３など
、表示動作に必要な各回路を内蔵した制御装置である。本例では、上述したソースドライ
バ１３及びソースセレクタ部１３Ｓは、ＴＦＴ基板２１上に形成されている。ソースドラ
イバ１３及びソースセレクタ部１３Ｓは、ＣＯＧ１９に内蔵されていてもよい。また、駆
動電極ドライバ１４の一部である、駆動電極走査部１４Ａ、１４Ｂは、ＴＦＴ基板２１に
形成されている。また、ゲートドライバ１２は、ゲートドライバ１２Ａ、１２Ｂとして、
ＴＦＴ基板２１に形成されている。また、タッチ検出機能付き表示装置１は、ＣＯＧ１９
に駆動電極走査部１４Ａ、１４Ｂ、ゲートドライバ１２などの回路を内蔵してもよい。
【００３２】
　図７に示すように、ＴＦＴ基板２１の表面に対する垂直方向において、駆動電極ＣＯＭ



(9) JP 6046592 B2 2016.12.21

10

20

30

40

50

Ｌの駆動電極ブロックＢと、タッチ検出電極ＴＤＬとは、立体交差するように形成されて
いる。
【００３３】
　また、駆動電極ＣＯＭＬは、一方向に延在する複数のストライプ状の電極パターンに分
割されている。タッチ検出動作を行う際は、各電極パターンには、駆動電極ドライバ１４
によって駆動信号ＶｃｏｍＡＣが順次供給される。同時に駆動信号ＶｃｏｍＡＣが供給さ
れる、駆動電極ＣＯＭＬの複数のストライプ状の電極パターンが図７に示す駆動電極ブロ
ックＢである。駆動電極ブロックＢ（駆動電極ＣＯＭＬ）は、タッチ検出機能付き表示デ
バイス１０の長辺方向に形成されており、後述するタッチ検出電極ＴＤＬは、タッチ検出
機能付き表示デバイス１０の短辺方向に形成されている。タッチ検出電極ＴＤＬの出力は
、タッチ検出機能付き表示デバイス１０の短辺側に設けられ、フレキシブルプリント基板
Ｔを介して、フレキシブルプリント基板Ｔに実装されたタッチ検出部４０と接続されてい
る。このように、タッチ検出部４０は、フレキシブルプリント基板Ｔ上に実装され、並設
された複数のタッチ検出電極ＴＤＬのそれぞれと接続されている。フレキシブルプリント
基板Ｔは、端子であればよく、フレキシブルプリント基板に限られず、この場合、モジュ
ールの外部にタッチ検出部４０が備えられる。
【００３４】
　後述する駆動信号生成部は、ＣＯＧ１９に内蔵されている。ソースセレクタ部１３Ｓは
、ＴＦＴ基板２１上の表示領域Ａｄの近傍に、ＴＦＴ素子を用いて形成されている。表示
領域Ａｄには、後述する画素Ｐｉｘがマトリックス状（行列状）に多数配置されている。
額縁Ｇｄ、Ｇｄは、ＴＦＴ基板２１の表面を垂直な方向からみて画素Ｐｉｘが配置されて
いない領域である。ゲートドライバ１２と、駆動電極ドライバ１４のうち駆動電極走査部
１４Ａ、１４Ｂとは、額縁Ｇｄ、Ｇｄに配置されている。
【００３５】
　ゲートドライバ１２は、ゲートドライバ１２Ａ、１２Ｂを備え、ＴＦＴ基板２１上にＴ
ＦＴ素子を用いて形成されている。ゲートドライバ１２Ａ、１２Ｂは、表示領域Ａｄに、
後述する副画素ＳＰｉｘ（画素）がマトリックス状に配置された、表示領域Ａｄを挟んで
両側から駆動することができるようになっている。以下の説明では、ゲートドライバ１２
Ａを第１ゲートドライバ１２Ａとし、ゲートドライバ１２Ｂを第２ゲートドライバ１２Ｂ
とする。また、走査線は、第１ゲートドライバ１２Ａ、第２ゲートドライバ１２Ｂとの間
に配列する。このため、走査線は、ＴＦＴ基板２１の表面に対する垂直方向において、駆
動電極ＣＯＭＬの延在方向と平行な方向に延びるように設けられている。
【００３６】
　駆動電極走査部１４Ａ、１４Ｂは、ＴＦＴ基板２１上にＴＦＴ素子を用いて形成されて
いる。駆動電極走査部１４Ａ、１４Ｂは、駆動信号生成部から、表示用配線ＬＤＣを介し
て、表示用駆動電圧ＶｃｏｍＤＣの供給を受けると共に、タッチ用配線ＬＡＣを介して駆
動信号ＶｃｏｍＡＣの供給を受ける。駆動電極走査部１４Ａ、１４Ｂは、並設された複数
の駆動電極ブロックＢのそれぞれを、両側から駆動することができるようになっている。
表示用駆動電圧ＶｃｏｍＤＣを供給する表示用配線ＬＤＣと、タッチ用駆動信号Ｖｃｏｍ
ＡＣを供給するタッチ用配線ＬＡＣとは、並列に額縁Ｇｄ、Ｇｄに配置されている。表示
用配線ＬＤＣは、タッチ用配線ＬＡＣよりも表示領域Ａｄ側に配置されている。この構造
により、表示用配線ＬＤＣにより供給される表示用駆動電圧ＶｃｏｍＤＣが、表示領域Ａ
ｄの端部の電位状態を安定させる。このため、特に、横電界モードの液晶を用いた液晶表
示デバイスにおいて、表示が安定する。
【００３７】
　図７に示すタッチ検出機能付き表示装置１は、上述したタッチ検出信号Ｖｄｅｔを、タ
ッチ検出機能付き表示デバイス１０の短辺側から出力する。これにより、タッチ検出機能
付き表示装置１は、端子部であるフレキシブルプリント基板Ｔを介してタッチ検出部４０
に接続する際の配線の引き回しが容易になる。
【００３８】
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　本例に係る駆動電極ＣＯＭＬは、液晶表示デバイス２０の駆動電極として機能するとと
もに、タッチ検出デバイス３０の駆動電極としても機能する。
【００３９】
　図８は、タッチ検出機能付き表示デバイスの駆動電極及びタッチ検出電極の一構成例を
表す斜視図である。図８に示す駆動電極ＣＯＭＬは、ＴＦＴ基板２１の表面に対する垂直
方向において、画素電極に対向している。タッチ検出デバイス３０は、画素基板２に設け
られた駆動電極ＣＯＭＬと、対向基板３に設けられたタッチ検出電極ＴＤＬにより構成さ
れている。タッチ検出電極ＴＤＬは、駆動電極ＣＯＭＬの電極パターンの延在方向と交差
する方向に延びるストライプ状の電極パターンから構成されている。そして、タッチ検出
電極ＴＤＬは、ＴＦＴ基板２１の表面に対する垂直な方向において、駆動電極ＣＯＭＬと
対向している。タッチ検出電極ＴＤＬの各電極パターンは、タッチ検出部４０のタッチ検
出信号増幅部４２の入力にそれぞれ接続されている。駆動電極ＣＯＭＬとタッチ検出電極
ＴＤＬにより互いに交差した電極パターンは、その交差部分に静電容量を生じさせている
。タッチ検出デバイス３０では、駆動電極ドライバ１４が駆動電極ＣＯＭＬに対して駆動
信号ＶｃｏｍＡＣを印加することにより、タッチ検出電極ＴＤＬからタッチ検出信号Ｖｄ
ｅｔを出力し、タッチ検出が行われるようになっている。つまり、駆動電極ＣＯＭＬは、
図２～図６に示したタッチ検出の基本原理における駆動電極Ｅ１に対応し、タッチ検出電
極ＴＤＬは、タッチ検出電極Ｅ２に対応するものであり、タッチ検出デバイス３０はこの
基本原理に従ってタッチを検出するようになっている。
【００４０】
　なお、タッチ検出電極ＴＤＬ又は駆動電極ＣＯＭＬ（駆動電極ブロック）は、ストライ
プ状に複数に分割される形状に限られない。例えば、タッチ検出電極ＴＤＬ又は駆動電極
ＣＯＭＬ（駆動電極ブロック）は、櫛歯形状であってもよい。あるいはタッチ検出電極Ｔ
ＤＬ又は駆動電極ＣＯＭＬ（駆動電極ブロック）は、複数に分割されていればよく、駆動
電極ＣＯＭＬを分割するスリットの形状は直線であっても、曲線であってもよい。
【００４１】
　図８に示したように、互いに交差した電極パターンは、静電容量式タッチセンサをマト
リックス状に構成している。よって、タッチ検出デバイス３０のタッチ検出面全体にわた
って走査することにより、外部近接物体の接触又は近接が生じた位置の検出も可能となっ
ている。つまり、タッチ検出デバイス３０では、タッチ検出動作を行う際、駆動電極ドラ
イバ１４が、図７に示す駆動電極ブロックＢを時分割的に線順次走査するように駆動する
。これにより、スキャン方向Ｓｃａｎに駆動電極ＣＯＭＬの駆動電極ブロックＢ（１検出
ブロック）は、順次選択される。そして、タッチ検出デバイス３０は、タッチ検出電極Ｔ
ＤＬからタッチ検出信号Ｖｄｅｔを出力する。このようにタッチ検出デバイス３０は、１
検出ブロックのタッチ検出が行われるようになっている。
【００４２】
＜３．電源回路と表示装置との接続例＞
　図９は、電源ＩＣ１００とタッチ検出機能付き表示装置１の各部との接続例を示す図で
ある。図９に示すように、タッチ検出機能付き表示装置１は、タッチ検出機能付き表示デ
バイス１０と、ゲートドライバ１２と、ソースセレクタ部１３Ｓと、駆動電極ドライバ１
４（駆動電極走査部１４Ａ、１４Ｂ）と、テスト用スイッチング素子部１５と、電源ＩＣ
１００と、平滑コンデンサＣ１１、Ｃ１２、Ｃ１３及びＣ１４とを備える。テスト用スイ
ッチング素子部１５は、テスト用スイッチング素子を含む。テスト用スイッチング素子は
、表示部、例えばタッチ検出機能付き表示デバイス１０の動作を確認するためのテスト信
号を表示部に印加するために動作、すなわちオン－オフする。テスト用スイッチング素子
部１５は、例えば、図７に示したＣＯＧ１９の搭載位置の下に設けられるが、これには限
定されない。
【００４３】
　電源ＩＣ１００の内部には、電源回路１１０が設けられている。電源回路１１０には、
配線１０１、１０２、１０３、１０４が接続されている。電源回路１１０は、配線１０１
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に電源電圧ＶＧＨを、配線１０２に電源電圧ＶＧＬを、配線１０３に電源電圧ＴＰＨを、
配線１０４に電源電圧ＴＰＬを、それぞれ出力する。電源回路１１０は、ゲートドライバ
１２へ電源電圧ＶＧＨ、ＶＧＬを供給し、タッチ検出機能付き表示デバイス１０へ電力を
供給する。また、電源回路１１０は、駆動電極ドライバ１４へ電源電圧ＴＰＨ、ＴＰＬを
供給し、タッチ検出機能付き表示デバイス１０へ電力を供給する。
【００４４】
　電源ＩＣ１００の内部には、ドライバ１１１が設けられている。ドライバ１１１は、配
線１０１と配線１０２との間に接続されている。ドライバ１１１は、配線１０１に出力さ
れる電源電圧ＶＧＨと配線１０２に出力される電源電圧ＶＧＬとを電源として動作する。
ドライバ１１１には、配線１０５が接続されている。ドライバ１１１は、配線１０５を介
してソースセレクタ部１３Ｓに制御信号を供給する。したがって、電源回路１１０は、ソ
ースセレクタ部１３Ｓへ電源電圧を供給し、タッチ検出機能付き表示デバイス１０へ電力
を供給する。
【００４５】
　電源回路１１０の出力側の配線１０１、１０２、１０３、１０４には、平滑コンデンサ
Ｃ１１、Ｃ１２、Ｃ１３、Ｃ１４が接続されている。平滑コンデンサＣ１１、Ｃ１２、Ｃ
１３及びＣ１４は、電源回路１１０の各配線に対応して設けられており、それぞれ対応す
る各配線とグランドレベルとの間に挿入されている。
【００４６】
　平滑コンデンサＣ１１、Ｃ１２、Ｃ１３及びＣ１４は、対応する電源の配線によって供
給される電圧に変動があると、充電動作又は放電動作を行う。すなわち、平滑コンデンサ
Ｃ１１、Ｃ１２、Ｃ１３及びＣ１４は、各電源の電圧が上昇すると充電され、逆に電圧が
下がると放電する。したがって、平滑コンデンサＣ１１、Ｃ１２、Ｃ１３及びＣ１４は、
対応する配線の電圧の変動を抑えることができる。なお、平滑コンデンサＣ１１、Ｃ１２
、Ｃ１３及びＣ１４は、ＴＦＴ基板２１に設けてもよいし、フレキシブルプリント基板Ｔ
に設けてもよい。
【００４７】
　タッチ検出機能付き表示デバイス１０は、液晶表示デバイス２０にタッチ検出デバイス
３０を内蔵して一体化した、いわゆるインセルタイプの装置であり、ノイズの影響を避け
るため、表示動作期間とタッチ検出期間とは同時に実行されず、排他的に存在する。
【００４８】
　表示動作期間は、ゲートドライバ１２から供給される走査信号Ｖｓｃａｎに従って、液
晶表示デバイス２０に１水平ラインずつ順次走査して表示を行う期間である。
【００４９】
　タッチ検出期間は、制御部１１から供給される制御信号に基づいて、タッチ検出デバイ
ス３０の駆動電極ＣＯＭＬに、駆動電極ドライバ１４からタッチ検出用の駆動信号Ｖｃｏ
ｍを供給し、外部物体が接触又は近接したか否かを検出するタッチ検出動作が実施される
期間である。
【００５０】
　表示動作期間とタッチ検出期間とは交互に繰り返し実行される。表示動作期間の繰り返
し周期は例えば６０Ｈｚであり、タッチ検出期間は例えばその数倍の繰り返し周期である
。したがって、表示動作期間とタッチ検出期間との繰り返し周期によっては、タッチ検出
機能付き表示装置１の電源ＩＣ１００の配線１０１、１０２、１０３，１０４とグランド
レベルとの間に挿入された平滑コンデンサＣ１１、Ｃ１２、Ｃ１３、Ｃ１４にかかる電圧
が周期的に変化し、平滑コンデンサＣ１１、Ｃ１２、Ｃ１３、Ｃ１４が振動し、音鳴りと
して認識される可能性がある。タッチ検出機能付き表示デバイス１０が、いわゆるオンセ
ルタイプの装置である場合も同様である。オンセルタイプの装置は、液晶表示デバイスの
上に、タッチ検出デバイスが装着された装置である。
【００５１】
＜４．実施形態＞
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　本開示のタッチ検出機能付き表示装置１は、タッチ検出期間において電力を消費する電
力消費部を有する。電力消費部が、タッチ検出期間において電力を消費することにより、
電源ＩＣ１００の配線１０１、１０２、１０３、１０４とグランドレベルとの間に挿入さ
れた平滑コンデンサＣ１１、Ｃ１２、Ｃ１３、Ｃ１４にかかる電圧の変化を低減し、平滑
コンデンサの音鳴りを抑止又は低減できる。以下の説明では、所定閾値より高い電位を「
Ｈ電位」、所定閾値より低い電位を「Ｌ電位」ということがある。
【００５２】
（第１実施形態）
　図１０は、第１実施形態の構成例を示す図である。第１実施形態では、ソースセレクタ
部１３Ｓを電力消費部とする。第１実施形態では、表示部は、ソースセレクタ部１３Ｓを
含まない。
【００５３】
　図１０において、ソースセレクタ部１３Ｓは、画像信号Ｖｓｉｇに多重化されたＲ信号
ＳｉｇＲ、Ｇ信号ＳｉｇＧ、Ｂ信号ＳｉｇＢに、それぞれ対応して設けられたスイッチＳ
ＷＲ、ＳＷＧ、ＳＷＢを備えている。スイッチＳＷＲ、スイッチＳＷＧ及びスイッチＳＷ
Ｂは、ソース同士及びドレイン同士を接続したＮｃｈ型ＭＯＳトランジスタ（以下、ＮＭ
ＯＳＴｒと略称することがある）とＰｃｈ型ＭＯＳトランジスタ（以下、ＰＭＯＳＴｒと
略称することがある）とから構成されている。
【００５４】
　ソースセレクタ部１３Ｓには、選択信号ＳＥＬＲ、ＳＥＬＧ、ＳＥＬＢ、ｘＳＥＬＲ、
ｘＳＥＬＧ及びｘＳＥＬＢが入力されている。これら選択信号ＳＥＬＲ、ＳＥＬＧ、ＳＥ
ＬＢ、ｘＳＥＬＲ、ｘＳＥＬＧ及びｘＳＥＬＢは、スイッチ制御信号Ｖｓｅｌに含まれる
。選択信号ｘＳＥＬＲは、選択信号ＳＥＬＲを反転した信号である。例えば、選択信号Ｓ
ＥＬＲをインバータ回路に入力し、その出力によって選択信号ｘＳＥＬＲを得ることがで
きる。選択信号ｘＳＥＬＧは、選択信号ＳＥＬＧを反転した信号である。例えば、選択信
号ＳＥＬＧをインバータ回路に入力し、その出力によって選択信号ｘＳＥＬＧを得ること
ができる。選択信号ｘＳＥＬＢは、選択信号ＳＥＬＢを反転した信号である。例えば、選
択信号ＳＥＬＢをインバータ回路に入力し、その出力によって選択信号ｘＳＥＬＢを得る
ことができる。
【００５５】
　選択信号ＳＥＬＲ及びｘＳＥＬＲはＲ信号ＳｉｇＲを選択するための信号である。選択
信号ＳＥＬＲは、スイッチＳＷＲのＮＭＯＳＴｒのゲートに入力される。選択信号ｘＳＥ
ＬＲは、スイッチＳＷＲのＰＭＯＳＴｒのゲートに入力される。
【００５６】
　選択信号ＳＥＬＧ及びｘＳＥＬＧはＧ信号ＳｉｇＧを選択するための信号である。選択
信号ＳＥＬＧは、スイッチＳＷＧのＮＭＯＳＴｒのゲートに入力される。選択信号ｘＳＥ
ＬＧは、スイッチＳＷＧのＰＭＯＳＴｒのゲートに入力される。
【００５７】
　選択信号ＳＥＬＢ及びｘＳＥＬＢはＢ信号ＳｉｇＢを選択するための信号である。選択
信号ＳＥＬＢは、スイッチＳＷＢのＮＭＯＳＴｒのゲートに入力される。選択信号ｘＳＥ
ＬＢは、スイッチＳＷＢのＰＭＯＳＴｒのゲートに入力される。なお、ソースセレクタ部
１３Ｓは、１つの表示部に対して複数設けられてもよい。
【００５８】
　ソースセレクタ部１３Ｓは、表示動作期間において、スイッチＳＷＲ、ＳＷＧ、ＳＷＢ
をオンオフさせてＲ信号ＳｉｇＲ、Ｇ信号ＳｉｇＧ、Ｂ信号ＳｉｇＢを出力する。したが
って、表示動作期間以外の期間であるタッチ検出期間では、ソースセレクタ部１３Ｓは本
来動作させない。
【００５９】
　本実施形態では、ソースセレクタ部１３Ｓを、タッチ検出期間においても動作させ、ス
イッチＳＷＲ、ＳＷＧ、ＳＷＢをオンオフさせることにより、電力を消費させる。具体的



(13) JP 6046592 B2 2016.12.21

10

20

30

40

50

には、スイッチＳＷＲ、ＳＷＧ、ＳＷＢを構成するＮＭＯＳＴｒ及びＰＭＯＳＴｒのゲー
ト－ソース間及びゲート－ドレイン間の寄生容量成分を充放電させることによって電力を
消費させる。寄生容量成分をＣ、ＮＭＯＳＴｒおよびＰＭＯＳＴｒのゲートに印加される
電圧をＶｇ、オンとオフとの切り替え周期をｆとすると、寄生容量成分の充放電に際に生
じる電流ｉは、式（１）によって表すことができる。
　ｉ＝Ｃ・Ｖｇ・ｆ　…（１）
　電力の消費量は、電流ｉの大きさに比例する。したがって、例えば、スイッチＳＷＲ、
ＳＷＧ、ＳＷＢのオンとオフとによる電力の消費量は、オンとオフとの切り替え周期を調
整することによって調整可能である。スイッチＳＷＲ、ＳＷＧ、ＳＷＢのオンとオフとに
よる電力の消費量を調整し、タッチ検出期間において平滑コンデンサＣ１１及び平滑コン
デンサＣ１２にかかる電圧を、表示動作期間においてこれらにかかる電圧と略一致させる
ことにより、平滑コンデンサＣ１１及びＣ１２の音鳴りを抑止又は低減できる。
【００６０】
　具体的には、スイッチＳＷＲ、ＳＷＧ、ＳＷＢのオンとオフとの切り替え周期は、配線
１０１及び１０２によって電力が供給される各部の消費電力が、タッチ検出期間と表示動
作期間とで略同一となるように調整される。タッチ検出期間の消費電力と、表示動作期間
の消費電力との差が少ないほど、平滑コンデンサにかかる電圧の周期的変化を低減し、平
滑コンデンサの音鳴りを抑止又は低減できる。タッチ検出期間と表示動作期間とにおける
消費電力差が、例えば３０％未満であれば、平滑コンデンサにかかる電圧の周期的変化を
、平滑コンデンサの音鳴りを抑止又は低減できる程度に低減できる。
【００６１】
（第１実施形態の第１動作例）
　図１１は、図１０に示す構成の第１動作例を示す波形図である。図１１において、信号
ＴＳＨＤは、タッチ検出期間において、Ｈ電位になる信号である。信号ＴＳＨＤがＨ電位
になっている期間すなわちタッチ検出期間において、選択信号ＳＥＬＲ、ＳＥＬＧ、ＳＥ
ＬＢがＨ電位の期間はスイッチＳＷＲ、ＳＷＧ、ＳＷＢのＮＭＯＳＴｒがオンし、Ｌ電位
の期間はスイッチＳＷＲ、ＳＷＧ、ＳＷＢのＮＭＯＳＴｒがオフになる。また、選択信号
ｘＳＥＬＲ、ｘＳＥＬＧ及びｘＳＥＬＢがＬ電位の期間は、スイッチＳＷＲ、ＳＷＧ、Ｓ
ＷＢのＰＭＯＳＴｒがオンし、Ｈ電位の期間はスイッチＳＷＲ、ＳＷＧ、ＳＷＢのＰＭＯ
ＳＴｒがオフになる。このようにスイッチＳＷＲ、ＳＷＧ、ＳＷＢをオンオフ制御するこ
とにより、タッチ検出期間での消費電力を高めることができる。
【００６２】
　ところで、図１１を参照すると、選択信号ＳＥＬＲ、ＳＥＬＧ、ＳＥＬＢがＬ電位でス
イッチＳＷＲ、ＳＷＧ、ＳＷＢのＮＭＯＳＴｒがオフしている期間は、選択信号ｘＳＥＬ
Ｒ、ｘＳＥＬＧ及びｘＳＥＬＢがＬ電位でスイッチＳＷＲ、ＳＷＧ、ＳＷＢのＰＭＯＳＴ
ｒがオンしている。一方、選択信号ｘＳＥＬＲ、ｘＳＥＬＧ及びｘＳＥＬＢがＨ電位でス
イッチＳＷＲ、ＳＷＧ、ＳＷＢのＰＭＯＳＴｒがオフしている期間は、選択信号ＳＥＬＲ
、ＳＥＬＧ、ＳＥＬＢがＨ電位でスイッチＳＷＲ、ＳＷＧ、ＳＷＢのＮＭＯＳＴｒがオン
している。
【００６３】
　このため、タッチ検出期間では、ＮＭＯＳＴｒとＰＭＯＳＴｒとの少なくとも一方はオ
ンになっている状態を維持する。つまり、タッチ検出期間のいずれのタイミングにおいて
もＮＭＯＳＴｒ及びＰＭＯＳＴｒの少なくとも一方がオン状態になるように、ＮＭＯＳＴ
ｒ及びＰＭＯＳＴｒはそれぞれ所定周期でオンオフ制御される。タッチ検出期間のいずれ
のタイミングにおいてもＮＭＯＳＴｒ及びＰＭＯＳＴｒの少なくとも一方がオン状態にな
るので、Ｒ信号ＳｉｇＲ、Ｇ信号ＳｉｇＧ、Ｂ信号ＳｉｇＢは固定とし、画像信号Ｖｓｉ
ｇがグランド（接地）に接続された状態を維持し、Ｒ信号ＳｉｇＲ、Ｇ信号ＳｉｇＧ、Ｂ
信号ＳｉｇＢがフローティング状態になることを防止できる。
【００６４】
　以上のように、第１実施形態では、本来、表示動作期間に選択動作を行うために設けら



(14) JP 6046592 B2 2016.12.21

10

20

30

40

50

れているソースセレクタ部１３Ｓを、表示動作期間以外の期間においても動作させること
によって、電力消費部として機能させる。こうすることにより、タッチ検出期間の消費電
力を表示動作期間の消費電力に等しく又は近づけることができ、平滑コンデンサにかかる
電圧の周期的変化を低減し、平滑コンデンサの音鳴りを抑止又は低減できる。
【００６５】
　また、第１実施形態では、表示制御に用いられるソースセレクタ部１３Ｓを電力消費部
として機能させるので、平滑コンデンサの音鳴りの抑止又は低減のために新たな部材を追
加しなくてもよい。さらに、ソースセレクタ部１３ＳのスイッチＳＷＲ、ＳＷＧ、ＳＷＢ
を切り替える周期を変更することでソースセレクタ部１３Ｓの消費電力を調整できるため
、様々な表示装置に容易に適用できる。なお、本来、表示動作期間に選択動作を行うため
のソースセレクタ部１３Ｓを表示動作期間以外に動作させても、表示動作に影響はない。
【００６６】
（第１実施形態の第２動作例）
　ソースセレクタ部１３ＳのスイッチＳＷＲ、ＳＷＧ、ＳＷＢを構成するトランジスタを
オンオフ動作させる場合に、あるトランジスタがオンからオフへ遷移するタイミングと他
のトランジスタがオフからオンへ遷移するタイミングとが一致するように、選択信号を変
化させることによって、表示部へのノイズを抑制又は低減することができる。
【００６７】
　例えば、タッチ検出期間において、図１２に示すように選択信号を変化させることによ
って、スイッチＳＷＲ、ＳＷＧ及びＳＷＢを構成するトランジスタについて、オフからオ
ンへの遷移タイミングとオンからオフへの遷移タイミングとを一致させる。例えば、選択
信号ＳＥＬＢがＬ電位からＨ電位に変化するタイミングと選択信号ＳＥＬＲがＨ電位から
Ｌ電位に変化するタイミングとが一致し、スイッチＳＷＢのＮＭＯＳＴｒがオフからオン
へ遷移するタイミングとスイッチＳＷＲのＮＭＯＳＴｒがオンからオフへ遷移するタイミ
ングとが一致している。また、選択信号ｘＳＥＬＧがＬ電位からＨ電位に変化するタイミ
ングと選択信号ｘＳＥＬＲがＨ電位からＬ電位に変化するタイミングとが一致し、スイッ
チＳＷＧのＰＭＯＳＴｒがオンからオフへ遷移するタイミングとスイッチＳＷＲのＰＭＯ
ＳＴｒがオフからオンへ遷移するタイミングとが一致している。
【００６８】
　ここで、複数のスイッチＳＷＲ、ＳＷＧ及びＳＷＢに含まれるすべてのＮＭＯＳＴｒ及
びＰＭＯＳＴｒのそれぞれのソース及びドレインの一方は表示部へ接続される信号線に接
続され、ＮＭＯＳＴｒ及びＰＭＯＳＴｒのそれぞれのソース及びドレインの他方はすべて
のＮＭＯＳＴｒ及びＰＭＯＳＴｒに共通に設けられた信号線に接続されている。そして、
複数のスイッチＳＷＲ、ＳＷＧ及びＳＷＢに含まれるすべてのＮＭＯＳＴｒ及びＰＭＯＳ
Ｔｒのうちのいずれか一つのトランジスタ素子がオフからオンへ遷移するタイミングと、
複数のスイッチＳＷＲ、ＳＷＧ及びＳＷＢに含まれるすべてのＮＭＯＳＴｒ及びＰＭＯＳ
Ｔｒのうちの他のいずれか一つのトランジスタ素子がオンからオフへ遷移するタイミング
とが一致するように制御される。
【００６９】
　このように、ソースセレクタ部１３ＳのスイッチＳＷＲ、ＳＷＧ及びＳＷＢを構成する
トランジスタのうち、あるトランジスタがオンからオフへ遷移するタイミングと他のトラ
ンジスタがオフからオンへ遷移するタイミングとが一致するように、各選択信号を変化さ
せることによって、表示部へのノイズを抑制又は低減することができる。
【００７０】
　図１０を参照して説明したように、ソースセレクタ部１３Ｓには、画像信号Ｖｓｉｇが
、スイッチＳＷＲ、ＳＷＧ及びＳＷＢに共通に設けられた信号線を介して表示部に入力さ
れる。このため、任意のタイミングでトランジスタがオフからオンへ遷移する場合又はオ
ンからオフへ遷移する場合には、ＰＭＯＳＴｒ又はＮＭＯＳＴｒのゲート－ソース間及び
ゲート－ドレイン間の寄生容量成分が充電又は放電される。寄生容量成分が充電又は放電
される際に電流が流れ、画像信号Ｖｓｉｇを表示部に入力するために共通に設けられた信
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号線に電圧の変動が生じる。この電圧の変動は表示部へのノイズとして現われることも考
えられる。そこで、本実施形態のようにＰＭＯＳＴｒ又はＮＭＯＳＴｒのオフからオンへ
の遷移タイミングとオンからオフへの遷移タイミングとが一致するように、スイッチ制御
信号Ｖｓｅｌを生成するソースドライバ１３が選択信号を変化させることによって、電圧
の変化を相殺する。このように遷移タイミングを一致させれば、一致させない場合に比べ
て、よりノイズを抑制又は低減することができる。
【００７１】
　ところで、図１２に示す波形を得るには、例えば、基本となる選択信号を用意し、それ
を１／３周期遅延させた選択信号及び２／３周期遅延させた選択信号をそれぞれ作成すれ
ばよい。３つの選択信号の位相差を１／３周期ずつに設定することによって、１／３周期
ずつ、均等に位相がずれた３つの選択信号ＳＥＬＲ、ＳＥＬＧ及びＳＥＬＢを得ることが
できる。
【００７２】
　第２動作例ではＲＧＢの３色を利用しているため位相を１／３周期ずつずらしているが
、ＲＧＢに白色を加えたＲＧＢＷの４色を利用する場合は、基本となる選択信号を、１／
４周期遅延させた選択信号、２／４周期遅延させた選択信号及び３／４周期遅延させた選
択信号を作成すればよい。４つの選択信号の位相差を１／４周期に設定することによって
、１／４周期ずつ、均等に位相がずれた４つの選択信号を得ることができる。
【００７３】
　ソースセレクタ部１３ＳのスイッチＳＷＲ、ＳＷＧ及びＳＷＢを構成するトランジスタ
を本例のように動作させた場合、表示部へのノイズを抑制又は低減しつつタッチ検出期間
の消費電力を表示動作期間の消費電力に等しく又は近づけることができる。これにより、
平滑コンデンサにかかる電圧の周期的変化を低減し、平滑コンデンサの音鳴りを抑止又は
低減できる。
【００７４】
（第１実施形態の第３動作例）
　ソースセレクタ部１３Ｓを、表示動作期間以外の期間においても動作させることによっ
て、電力消費部として機能させる場合に、ソースセレクタ部１３ＳのスイッチＳＷＲ、Ｓ
ＷＧ、ＳＷＢのうちの一部のスイッチをオンオフ動作させ、他のスイッチについてはオン
状態を維持させてもよい。スイッチをオンオフ動作させた場合、上述した寄生容量成分が
充放電されることによって電力が消費される。このため、オン状態を維持させるスイッチ
の数と、オンオフ動作させるスイッチの数との比を調整することによって、電力の消費量
を調整できる。
【００７５】
　図１３は、第１実施形態の第３動作例を表す波形図である。例えば、図１３に示すよう
に、タッチ検出期間において、選択信号ＳＥＬＲと選択信号ＳＥＬＧとは逆相の関係にな
っており、一方がＬ電位からＨ電位に変化するタイミングと他方がＨ電位からＬ電位に変
化するタイミングとが一致している。これにより、タッチ検出期間において、スイッチＳ
ＷＲのＮＭＯＳＴｒがオフからオンへ遷移するタイミングとスイッチＳＷＧのＮＭＯＳＴ
ｒがオンからオフへ遷移するタイミングとが一致し、スイッチＳＷＧのＮＭＯＳＴｒがオ
フからオンへ遷移するタイミングとスイッチＳＷＲのＮＭＯＳＴｒがオンからオフへ遷移
するタイミングとが一致する。
【００７６】
　一方、選択信号ｘＳＥＬＲ、ｘＳＥＬＧ及びｘＳＥＬＢがＬ電位、選択信号ＳＥＬＢが
Ｈ電位になっており、スイッチＳＷＲ、ＳＷＧ、ＳＷＢのＰＭＯＳＴｒ及びＳＷＢのＮＭ
ＯＳＴｒはオン状態が維持されている。
　このように、ソースセレクタ部１３Ｓを構成する一部のスイッチをオンオフ動作させ、
他のスイッチについてはオン状態を維持させることにより、電力の消費量を調整できる。
第３動作例の場合、第２動作例の場合と比べて電力の消費量は１／３となる。また、オン
オフ動作させるスイッチのオン期間とオフ期間とを調整することによって、電力の消費量
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を細かく調整できる。
【００７７】
　また、ソースセレクタ部１３Ｓを構成する一部のスイッチをオンオフ動作させる場合に
、あるトランジスタがオンからオフへ遷移するタイミングと他のトランジスタがオフから
オンへ遷移するタイミングとが一致するように、選択信号を変化させることによって、上
記の第２動作例の場合と同様に、ノイズを抑制又は低減しつつタッチ検出期間の消費電力
を表示動作期間の消費電力に等しく又は近づけることができ、平滑コンデンサにかかる電
圧の周期的変化を低減し、平滑コンデンサの音鳴りを抑止又は低減できる。
【００７８】
（第２実施形態）
　図１４は、第２実施形態の構成例を示す図である。第２実施形態では、テスト用スイッ
チング素子１５ＳＷを、電力消費部とする。第２実施形態では、タッチ検出期間に、グラ
ンドレベルの信号を出力するバッファ１６を用いる。バッファ１６は、ソースセレクタ部
１３Ｓへの画像信号Ｖｓｉｇを伝達する配線に、タッチ検出期間に、例えば、グランドレ
ベルの信号を印加する信号印加部として機能する。図１４において、ソースセレクタ部１
３Ｓへの画像信号Ｖｓｉｇを伝達する配線には、タッチ検出期間において、バッファ１６
の出力であるグランドレベルの信号が印加される。これにより、ソースセレクタ部１３Ｓ
の出力側に接続される表示部に設けられている画素信号線の電圧は、タッチ検出期間に、
グランドレベルに設定される。
【００７９】
　テスト用スイッチング素子１５ＳＷは、表示部の動作を確認するテストを行う際に、テ
スト信号を表示部に印加するために動作させるスイッチング素子である。一般に、最終製
品が完成する前に、表示部の動作の確認が行われる。表示部の動作の確認は、例えば、画
素基板２にＣＯＧ１９が形成される前に行われるが、これには限定されない。表示部の動
作を確認する場合、テスト用スイッチング素子１５ＳＷをオン状態にしておき、評価ボー
ドからテスト信号をテスト用スイッチング素子１５ＳＷに印加すると、テスト用スイッチ
ング素子１５ＳＷ及びソースセレクタ部１３Ｓを介して表示部にテスト用信号が印加され
る。テスト用信号を表示部に印加することによって、表示部の動作を確認する。
【００８０】
　通常、表示部の動作を確認した後は、テスト用スイッチング素子１５ＳＷをオフ状態に
維持する。例えば、本実施形態に対する比較例を示す図１５のように、電源電圧ＶＧＬを
テスト用スイッチング素子１５ＳＷのＮＭＯＳＴｒのゲートに印加し、かつ、電源電圧Ｖ
ＧＬをインバータ１５Ｂで反転した電圧をテスト用スイッチング素子１５ＳＷのＰＭＯＳ
Ｔｒのゲートに印加する。これにより、テスト用スイッチング素子１５ＳＷはオフ状態に
維持され、それ以後はテスト用スイッチング素子１５ＳＷが何かに使用されることはない
。
【００８１】
　これに対し、本実施形態では、表示部の動作の確認が終了した後は本来使用されること
のないテスト用スイッチング素子１５ＳＷを、タッチ検出期間において動作させることに
よって、電力を消費させる。つまり、本実施形態においては、本来使用されることのない
テスト用スイッチング素子１５ＳＷを、電力消費部として機能させるので、平滑コンデン
サの音鳴りの抑止又は低減のために新たな素子及び回路等を追加しなくてもよい。
【００８２】
　図１４に戻り、タッチ検出期間において、選択信号ＳＥＬＲ、ＳＥＬＧ及びＳＥＬＢは
共にＨ電位に固定され、選択信号ｘＳＥＬＲ、ｘＳＥＬＧ及びｘＳＥＬＢは共にＬ電位に
固定される。このため、タッチ検出期間において、ソースセレクタ部１３Ｓを構成するス
イッチＳＷＲ、ＳＷＧ、ＳＷＢのＮＭＯＳＴｒ及びＰＭＯＳＴｒはすべてオン状態になる
。タッチ検出期間において、画像信号Ｖｓｉｇを伝達する配線には、バッファ１６からグ
ランドレベルの信号が印加され、表示部に設けられている画素信号線の電圧はグランドレ
ベルに設定される。
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【００８３】
　テスト用スイッチング素子１５ＳＷは、ＮＭＯＳＴｒとＰＭＯＳＴｒとを有しており、
ＮＭＯＳＴｒにはバッファ１５Ｄの出力がそのまま印加され、ＰＭＯＳＴｒにはバッファ
１５Ｄの出力がインバータ１５Ｂによって反転されて印加されている。バッファ１５Ｄに
は、Ｈ電位とＬ電位とを所定の周期で繰返すトグル信号ＴＳＷＴＧＬが入力され、バッフ
ァ１５Ｄの出力によって、テスト用スイッチング素子１５ＳＷはオンオフ動作を繰返す。
【００８４】
　図１６は、第２実施形態の動作の一例を表す波形図である。例えば、図１６に示すよう
に、タッチ検出期間において、テスト用スイッチング素子１５ＳＷは、トグル信号ＴＳＷ
ＴＧＬがＨ電位であるときにオン状態、トグル信号ＴＳＷＴＧＬがＬ電位であるときにオ
フ状態になる。テスト用スイッチング素子１５ＳＷは電力を消費する電力消費部として機
能する。
【００８５】
　図１６の場合、トグル信号ＴＳＷＴＧＬは、Ｈ電位の期間とＬ電位の期間とが１対１で
ある。トグル信号ＴＳＷＴＧＬについて、Ｈ電位からＬ電位への変化及びＬ電位からＨ電
位への変化の回数を多くすればするほど、すなわち電圧の変化の周期が短ければ短いほど
、テスト用スイッチング素子１５ＳＷによる消費電力量は増加する。つまり、図１７に示
す、トグル信号ＴＳＷＴＧＬのＨ電位の期間ａの長さと、Ｌ電位の期間ｂの長さとを調整
し、トグル信号ＴＳＷＴＧＬの電位の変化の周期（つまり、周波数）を調整することによ
って、テスト用スイッチング素子１５ＳＷによる消費電力量を調整することができる。
【００８６】
　ここで、タッチ検出期間において、画像信号Ｖｓｉｇを伝達する配線には、バッファ１
６からグランドレベルの信号が印加されている。このため、テスト用スイッチング素子１
５ＳＷがオンオフ動作を繰返した場合でも、テスト用スイッチング素子１５ＳＷと表示部
との間の信号線の電圧値を一定に保つことができ、ソースセレクタ部１３Ｓ及び表示部へ
与えられるノイズは非常に少ない。なお、ソースセレクタ部１３Ｓ、テスト用スイッチン
グ素子１５ＳＷ及びバッファ１６は、１つの表示部に対して複数設けてもよい。
【００８７】
　ところで、タッチ検出期間に、バッファ１６から画像信号Ｖｓｉｇを伝達する配線に印
加する信号はグランドレベルの信号に限定されない。例えば、グランドレベル以外の任意
の固定電位を、バッファ１６から画像信号Ｖｓｉｇを伝達する配線に与えてもよい。これ
により、ソースセレクタ部１３Ｓの出力側に接続される表示部に設けられている画素信号
線の電圧は、タッチ検出期間に、グランドレベル以外の固定電位に設定される。グランド
レベル以外の固定電位に設定することにより、テスト用スイッチング素子１５ＳＷがオン
オフ動作することによって接続される配線の状態が固定電位と同じ電位、フローティング
状態及び高抵抗状態のいずれの場合でも、テスト用スイッチング素子１５ＳＷと表示部と
の間の信号線の電圧値を一定に保つことができ、ソースセレクタ部１３Ｓ及び表示部へ与
えられるノイズは非常に少ない。
【００８８】
　図１８～図２０は、タッチ検出期間に、画像信号Ｖｓｉｇを伝達する配線に、グランド
レベル以外の固定電位を印加する場合の第２実施形態の構成例を示す図である。
【００８９】
　図１８は、同じ固定電位が印加されている場合の第２実施形態の構成例を示す図である
。図１８に示すように、バッファ１６Ｂから画像信号Ｖｓｉｇを伝達する配線にテスト用
スイッチング素子１５ＳＷを介して印加する電位は、例えば、固定電位Ｖｇｒａｙである
。また、タッチ検出期間において、バッファ１６Ａから画像信号Ｖｓｉｇを伝達する配線
に印加する電位も同じく固定電位Ｖｇｒａｙである。このように同じ固定電位Ｖｇｒａｙ
が印加されている状態において、トグル信号ＴＳＷＴＧＬによってテスト用スイッチング
素子１５ＳＷがオンオフ動作を繰返してもソースセレクタ部１３Ｓ及び表示部に影響を与
えずに、電力を消費し、平滑コンデンサの音鳴りを抑止又は低減できる。
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　なお、ソースセレクタ部１３Ｓ、テスト用スイッチング素子１５ＳＷ及びバッファ１６
Ａは、１つの表示部に対して複数設けてもよい。その場合、各バッファ１６Ａから、画像
信号Ｖｓｉｇを伝達する配線に印加する固定電位は、互いに異なる値であってもよい。例
えば、正の固定電位＋Ｖｇｒａｙ又は負の固定電位－Ｖｇｒａｙを印加するようにしても
よい。
【００９０】
　図１９は、テスト用スイッチング素子１５ＳＷがオンオフ動作することによって接続さ
れる配線がフローティング状態である場合の第２実施形態の構成例を示す図である。図１
９に示すように、信号ＴＳＨＤを反転した信号がスイッチング素子１８ＳＷのＮＭＯＳＴ
ｒのゲートに印加され、かつ、信号ＴＳＨＤを反転した信号をインバータ１８Ｂで反転し
た信号がテスト用スイッチング素子１８ＳＷのＰＭＯＳＴｒのゲートに印加される。信号
ＴＳＨＤがＨレベルであるタッチ検出期間すなわちトグル信号ＴＳＷＴＧＬによってテス
ト用スイッチング素子１５ＳＷがオンオフ動作を繰返す期間において、スイッチング素子
１８ＳＷはオフ状態に保たれる。これにより、テスト用スイッチング素子１５ＳＷとスイ
ッチング素子１８ＳＷとの間の配線はフローティング状態となる。このようなフローティ
ング状態において、タッチ検出期間において、画像信号Ｖｓｉｇを伝達する配線には、バ
ッファ１６Ａから固定電位Ｖｇｒａｙが印加される。このため、トグル信号ＴＳＷＴＧＬ
によってテスト用スイッチング素子１５ＳＷがオンオフ動作を繰返しても、テスト用スイ
ッチング素子１５ＳＷと表示部との間の信号線の電圧値を一定に保つことができ、ソース
セレクタ部１３Ｓ及び表示部に影響を与えずに、電力を消費し、平滑コンデンサの音鳴り
を抑止又は低減できる。
【００９１】
　信号ＴＳＨＤがＬレベルになっている期間においては、スイッチング素子１８ＳＷをオ
ン状態に保ち、テスト用スイッチング素子１５ＳＷとスイッチング素子１８ＳＷとの間の
配線をグランドレベルとすることが望ましい。
　なお、ソースセレクタ部１３Ｓ、テスト用スイッチング素子１５ＳＷ及びバッファ１６
Ａは、１つの表示部に対して複数設けてもよい。その場合、各バッファ１６Ａから、画像
信号Ｖｓｉｇを伝達する配線に印加する固定電位は、互いに異なる値であってもよい。例
えば、正の固定電位＋Ｖｇｒａｙ又は負の固定電位－Ｖｇｒａｙを印加するようにしても
よい。
【００９２】
　図２０は、画像信号Ｖｓｉｇを伝達する配線に、テスト用スイッチング素子１５ＳＷを
介して印加する電位が高抵抗状態である場合の第２実施形態の構成例を示す図である。図
２０に示すように、テスト用スイッチング素子１５ＳＷを構成するＮＭＯＳＴｒのソース
及びＰＭＯＳＴｒのソースは抵抗Ｒを介してグランドレベルに接続されている。このよう
な接続状態によれば、テスト用スイッチング素子１５ＳＷを介して印加する電位が高抵抗
状態になることが防止される。
【００９３】
　このような接続状態において、タッチ検出期間において、バッファ１６Ａから、画像信
号Ｖｓｉｇを伝達する配線に、固定電位Ｖｇｒａｙが印加される。そして、固定電位Ｖｇ
ｒａｙが印加されている状態において、トグル信号ＴＳＷＴＧＬによってテスト用スイッ
チング素子１５ＳＷがオンオフ動作を繰返しても、テスト用スイッチング素子１５ＳＷと
表示部との間の信号線の電圧値を一定に保つことができ、ソースセレクタ部１３Ｓ及び表
示部に影響を与えずに、電力を消費し、平滑コンデンサの音鳴りを抑止又は低減できる。
　なお、ソースセレクタ部１３Ｓ、テスト用スイッチング素子１５ＳＷ及びバッファ１６
Ａは、１つの表示部に対して複数設けてもよい。その場合、各バッファ１６Ａから、画像
信号Ｖｓｉｇを伝達する配線に印加する固定電位は、互いに異なる値であってもよい。例
えば、正の固定電位＋Ｖｇｒａｙ又は負の固定電位－Ｖｇｒａｙを印加するようにしても
よい。
【００９４】
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　ここで、テスト用スイッチング素子１５ＳＷを利用して表示部の動作を確認する場合に
ついて、図２１を参照して説明する。図２１は、表示部の動作を確認する場合の構成例を
示す図である。表示部の動作を確認する場合、電源電圧ＶＧＨがテスト用スイッチング素
子１５ＳＷのＮＭＯＳＴｒのゲートに印加され、電源電圧ＶＧＨをインバータ１５Ｂで反
転した電圧がテスト用スイッチング素子１５ＳＷのＰＭＯＳＴｒのゲートに印加される。
これにより、テスト用スイッチング素子１５ＳＷはオン状態に設定される。テスト用スイ
ッチング素子１５ＳＷがオン状態に設定された状態で評価ボード１７からテスト用信号が
出力されると、テスト用スイッチング素子１５ＳＷ及びソースセレクタ部１３Ｓを介して
、テスト用信号が表示部に印加される。このテスト用信号が印加されることによって表示
部の動作を確認できる。
【００９５】
　１つの表示部に対し、ソースセレクタ部１３Ｓ及びテスト用スイッチング素子１５ＳＷ
が複数設けられている場合、評価ボード１７から出力されるテスト用信号が各テスト用ス
イッチング素子１５ＳＷ及びソースセレクタ部１３Ｓを介して表示部に印加され、表示部
の動作を確認できる。
【００９６】
（第３実施形態）
　図２２は、第３実施形態の構成例を示す図である。第３実施形態では、電源電圧の配線
間にＭＯＳトランジスタ２０１を設け、電力消費部とする。
【００９７】
　ＭＯＳトランジスタ２０１のソースは配線１０１に、ドレインは配線１０２に、それぞ
れ接続されている。ＭＯＳトランジスタ２０１のゲートには、信号ＶｃｏｍＳＥＬが供給
されている。信号ＶｃｏｍＳＥＬは、図２３に示すように、表示動作期間は電源電圧ＶＧ
Ｌと同様の電位で、タッチ検出期間は電源電圧ＶＧＨと同様の電位である。したがって、
ＭＯＳトランジスタ２０１は、表示動作期間以外の期間であるタッチ検出期間にオンにな
って電流が流れる。このため、ＭＯＳトランジスタ２０１は、タッチ検出期間に、電力を
消費する。
【００９８】
　信号ＶｃｏｍＳＥＬは、図２４に示すように、タッチ検出期間において、電源電圧ＶＧ
Ｌと同様の電位になる状態と電源電圧ＶＧＨと同様の電位になる状態とを連続して繰り返
すものであってもよい。
【００９９】
　本実施形態では、上記のように、ＭＯＳトランジスタ２０１によって電力の消費量を調
整し、タッチ検出期間において平滑コンデンサＣ１１及びＣ１２にかかる電圧を、表示動
作期間においてこれらにかかる電圧と略一致させることにより、平滑コンデンサＣ１１及
びＣ１２の音鳴りを抑止又は低減できる。
【０１００】
　具体的には、ＭＯＳトランジスタ２０１をオンさせる期間は、配線１０１及び１０２に
よって電力が供給される各部の消費電力が、タッチ検出期間と表示動作期間とで略同一と
なるように調整される。タッチ検出期間の消費電力と、表示動作期間の消費電力との差が
少ないほど、平滑コンデンサにかかる電圧の周期的変化を低減し、平滑コンデンサの音鳴
りを抑止又は低減できる。タッチ検出期間と表示動作期間とにおける消費電力差が、例え
ば３０％未満であれば、平滑コンデンサにかかる電圧の周期的変化を、平滑コンデンサの
音鳴りを抑止又は低減できる程度に低減できる。
【０１０１】
（第４実施形態）
　図２５は、第４実施形態の構成例を示す図である。第４実施形態では、コンデンサを設
け、電力消費部とする。図２５に示すように、電源回路１１０とグランド電位ＧＮＤとの
間に、コンデンサＣ１０を設けている。本実施形態では、コンデンサＣ１０を充放電動作
させて電力を消費する。
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【０１０２】
　電源回路１１０は、信号ＣＡＰをコンデンサＣ１０へ出力する。信号ＣＡＰは、図２６
に示すように、表示動作期間では電源電圧ＶＧＬと同様の電位である。また、信号ＣＡＰ
は、タッチ検出期間では電源電圧ＶＧＬと同様の電位になる状態と電源電圧ＶＧＨと同様
の電位になる状態とを繰り返す。このため、コンデンサＣ１０は、タッチ検出期間におい
て、充電動作と放電動作とを繰り返す。したがって、コンデンサＣ１０は、タッチ検出期
間において、電力を消費する。信号ＣＡＰのタッチ検出期間での繰り返し周波数及びコン
デンサＣ１０の容量を適切に設定すれば、タッチ検出機能付き表示装置１のタッチ検出期
間の電力の消費量を調整可能である。コンデンサＣ１０の充電動作及び放電動作による電
力の消費量を調整し、タッチ検出期間において平滑コンデンサＣ１１及びＣ１２にかかる
電圧を、表示動作期間においてこれらにかかる電圧と略一致させることにより、平滑コン
デンサＣ１１及びＣ１２の音鳴りを抑止又は低減できる。
【０１０３】
　具体的には、信号ＣＡＰのタッチ検出期間での繰り返し周波数及びコンデンサＣ１０の
容量は、配線１０１及び１０２によって電力が供給される各部の消費電力が、タッチ検出
期間と表示動作期間とで略同一となるように調整される。
　タッチ検出期間の消費電力と、表示動作期間の消費電力との差が少ないほど、平滑コン
デンサにかかる電圧の周期的変化を低減し、平滑コンデンサの音鳴りを抑止又は低減でき
る。タッチ検出期間と表示動作期間とにおける消費電力差が、例えば３０％未満であれば
、平滑コンデンサにかかる電圧の周期的変化を、平滑コンデンサの音鳴りを抑止又は低減
できる程度に低減できる。
【０１０４】
　なお、コンデンサＣ１０は、ＴＦＴ基板２１に設けてもよいし、フレキシブルプリント
基板Ｔに設けてもよい。
【０１０５】
（変形例１）
　上記の実施形態では、表示のための構成要素である表示部の消費電力をタッチ検出期間
と表示動作期間とでほぼ一致させる例について説明した。しかしながら、タッチ検出機能
付き表示装置１は、他の構成要素の消費電力を含めた消費電力がタッチ検出期間と表示動
作期間とでほぼ一致するように構成されてもよい。
【０１０６】
　図２７は、表示部以外の構成要素の消費電力を含めた消費電力をタッチ検出期間と表示
動作期間とでほぼ一致させる構成例を示す図である。図２７に示す例では、駆動電極走査
部１４Ａに設けたダミーのスイッチを、電力消費部とする。
【０１０７】
　図２７に示すように、駆動電極走査部１４Ａは、シフトレジスタＳＲ１、ＳＲ２、ＳＲ
３と、ＮＡＮＤゲートＮ１、Ｎ２、Ｎ３と、セレクトスイッチＳＥＬ－ＳＷ１、ＳＥＬ－
ＳＷ２、ＳＥＬ－ＳＷ３と、を含んでいる。これらは、タッチ検出機能付き表示装置１に
通常設けられている構成である。駆動電極走査部１４Ａから出力される、駆動信号Ｖｃｏ
ｍ１、Ｖｃｏｍ２、Ｖｃｏｍ３を、タッチ検出デバイス３０に入力することによって、タ
ッチ検出デバイス３０に対するタッチの有無が検出される。
【０１０８】
　本実施形態では、上記構成に、インバータＩＮＶ１、ＩＮＶ２と、ダミーのセレクトス
イッチＳＥＬ－ＳＷＤＭ１、ＳＥＬ－ＳＷＤＭ２と、を追加した構成としている。
　シフトレジスタＳＲ１、ＳＲ２、ＳＲ３の各出力信号ｏｕｔ１、ｏｕｔ２、ｏｕｔ３は
、ＮＡＮＤゲートＮ１、Ｎ２、Ｎ３の入力端子の一方に入力される。ＮＡＮＤゲートＮ１
、Ｎ２、Ｎ３の入力端子の他方には、信号ＶｃｏｍＳＥＬが入力される。
【０１０９】
　セレクトスイッチＳＥＬ－ＳＷ１、ＳＥＬ－ＳＷ２及びＳＥＬ－ＳＷ３並びにダミーの
セレクトスイッチＳＥＬ－ＳＷＤＭ１及びＳＥＬ－ＳＷＤＭ２は、ドレイン同士を接続し
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たＮＭＯＳＴｒ及びＰＭＯＳＴｒによって構成されている。セレクトスイッチＳＥＬ－Ｓ
Ｗ１、ＳＥＬ－ＳＷ２、ＳＥＬ－ＳＷ３を構成するＮＭＯＳＴｒ及びＰＭＯＳＴｒのゲー
トにはＮＡＮＤゲートＮ１、Ｎ２、Ｎ３の出力信号が入力される。セレクトスイッチＳＥ
Ｌ－ＳＷ１、ＳＥＬ－ＳＷ２、ＳＥＬ－ＳＷ３を構成するＰＭＯＳＴｒのソースには電源
電圧ＴＰＨが入力され、セレクトスイッチＳＥＬ－ＳＷ１、ＳＥＬ－ＳＷ２、ＳＥＬ－Ｓ
Ｗ３を構成するＮＭＯＳＴｒのソースには電源電圧ＴＰＬが入力される。
【０１１０】
　セレクトスイッチＳＥＬ－ＳＷ１、ＳＥＬ－ＳＷ２、ＳＥＬ－ＳＷ３を構成するＮＭＯ
ＳＴｒ及びＰＭＯＳＴｒのドレインから、駆動信号Ｖｃｏｍ１、Ｖｃｏｍ２、Ｖｃｏｍ３
が出力される。駆動信号Ｖｃｏｍ１、Ｖｃｏｍ２、Ｖｃｏｍ３は、タッチ検出機能付き表
示デバイス１０に入力される。
【０１１１】
　インバータＩＮＶ１、ＩＮＶ２には、信号ＶｃｏｍＳＥＬが入力される。インバータＩ
ＮＶ１、ＩＮＶ２の出力信号は、ダミーのセレクトスイッチＳＥＬ－ＳＷＤＭ１、ＳＥＬ
－ＳＷＤＭ２を構成するＮＭＯＳＴｒ及びＰＭＯＳＴｒのゲートに入力される。
【０１１２】
　ダミーのセレクトスイッチＳＥＬ－ＳＷＤＭ１、ＳＥＬ－ＳＷＤＭ２を構成するＰＭＯ
ＳＴｒのソースには電源電圧ＴＰＨが入力され、ダミーのセレクトスイッチＳＥＬ－ＳＷ
ＤＭ１、ＳＥＬ－ＳＷＤＭ２を構成するＮＭＯＳＴｒのソースには電源電圧ＴＰＬが入力
される。
【０１１３】
　なお、ダミーのセレクトスイッチＳＥＬ－ＳＷＤＭ１、ＳＥＬ－ＳＷＤＭ２を構成する
ＮＭＯＳＴｒ及びＰＭＯＳＴｒのドレインはどこにも接続されない。このため、ダミーの
セレクトスイッチＳＥＬ－ＳＷＤＭ１、ＳＥＬ－ＳＷＤＭ２から出力される、ダミーの出
力Ｖｃｏｍ　Ｄｕｍｍｙ１、Ｖｃｏｍ　Ｄｕｍｍｙ２は電力を消費するために利用される
。
【０１１４】
　次に、駆動電極走査部１４Ａの動作について、図２８を参照して説明する。図２８にお
いて、シフトレジスタＳＲ１から出力される信号ｏｕｔ１がＨ電位になっている期間はＮ
ＡＮＤゲートＮ１により、信号ＶｃｏｍＳＥＬを反転した信号であるＶｃｏｍＳＥＬｏｕ
ｔ１が、セレクトスイッチＳＥＬ－ＳＷ１を構成するＮＭＯＳＴｒ及びＰＭＯＳＴｒのゲ
ートに入力される。これにより、セレクトスイッチＳＥＬ－ＳＷ１を構成するＮＭＯＳＴ
ｒとＰＭＯＳＴｒとが交互にオンするので、電源電圧ＴＰＨと電源電圧ＴＰＬとが交互に
駆動信号Ｖｃｏｍ１としてタッチ検出デバイス３０に入力される。
【０１１５】
　また、シフトレジスタＳＲ２から出力される信号ｏｕｔ２がＨ電位になっている期間は
ＮＡＮＤゲートＮ２により、信号ＶｃｏｍＳＥＬを反転した信号であるＶｃｏｍＳＥＬｏ
ｕｔ２が、セレクトスイッチＳＥＬ－ＳＷ２を構成するＮＭＯＳＴｒ及びＰＭＯＳＴｒの
ゲートに入力される。これにより、セレクトスイッチＳＥＬ－ＳＷ２を構成するＮＭＯＳ
ＴｒとＰＭＯＳＴｒとが交互にオンするので、電源電圧ＴＰＨと電源電圧ＴＰＬとが交互
に駆動信号Ｖｃｏｍ２としてタッチ検出デバイス３０に入力される。
【０１１６】
　シフトレジスタＳＲ３から出力される信号ｏｕｔ３がＨ電位になっている期間はＮＡＮ
ＤゲートＮ３により、信号ＶｃｏｍＳＥＬを反転した信号であるＶｃｏｍＳＥＬｏｕｔ３
が、セレクトスイッチＳＥＬ－ＳＷ３を構成するＮＭＯＳＴｒ及びＰＭＯＳＴｒのゲート
に入力される。これにより、セレクトスイッチＳＥＬ－ＳＷ３を構成するＮＭＯＳＴｒと
ＰＭＯＳＴｒとが交互にオンするので、電源電圧ＴＰＨと電源電圧ＴＰＬとが交互に駆動
信号Ｖｃｏｍ３としてタッチ検出デバイス３０に入力される。
【０１１７】
　ここで、信号ＶｃｏｍＳＥＬは、インバータＩＮＶ１、ＩＮＶ２に入力されており、イ
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ンバータＩＮＶ１、ＩＮＶ２の出力信号は、ダミーのセレクトスイッチＳＥＬ－ＳＷＤＭ
１、ＳＥＬ－ＳＷＤＭ２を構成するＮＭＯＳＴｒ及びＰＭＯＳＴｒのゲートに入力されて
いる。したがって、ダミーのセレクトスイッチＳＥＬ－ＳＷＤＭ１を構成するＮＭＯＳＴ
ｒとＰＭＯＳＴｒとは交互にオンするので、電源電圧ＴＰＨと電源電圧ＴＰＬとが交互に
ダミーの出力ＶｃｏｍＳＥＬＤｕｍｍｙ１となる。また、ダミーのセレクトスイッチＳＥ
Ｌ－ＳＷＤＭ２を構成するＮＭＯＳＴｒとＰＭＯＳＴｒとは交互にオンするので、電源電
圧ＴＰＨと電源電圧ＴＰＬとが交互にダミーの出力ＶｃｏｍＳＥＬＤｕｍｍｙ２となる。
【０１１８】
　以上のように、ダミーのセレクトスイッチＳＥＬ－ＳＷＤＭ１、ＳＥＬ－ＳＷＤＭ２を
オンさせることによって、電力を消費させる。
【０１１９】
　ＤＣ－ＤＣ駆動の場合、タッチ検出期間に、駆動電極走査部１４Ａをオン及びオフさせ
るため、電源電圧ＶＧＨ及びＶＧＬは消費される。しかしながら、タッチ検出期間の消費
電力は、表示動作期間の消費電力よりも低い。例えば、タッチ検出期間の消費電力は、表
示動作期間の消費電力の１／３程度である。そこで、本実施形態では、２個のダミーのセ
レクトスイッチＳＥＬ－ＳＷＤＭ１、ＳＥＬ－ＳＷＤＭ２を追加し、これらをタッチ検出
期間にオンオフさせる。こうすることによって、タッチ検出期間の電力の消費量を３倍に
することができ、表示動作期間と同等の電力の消費量をタッチ検出期間において実現でき
る。
【０１２０】
　本実施形態では、ダミーのセレクトスイッチの個数を増減することによってタッチ検出
機能付き表示装置１のタッチ検出期間の消費電力を調整可能である。ダミーのセレクトス
イッチの個数を調整し、タッチ検出期間において平滑コンデンサＣ１３及びＣ１４にかか
る電圧を、表示動作期間においてこれらにかかる電圧と略一致させることにより、平滑コ
ンデンサＣ１３及びＣ１４の音鳴りを抑止又は低減できる。具体的には、ダミーのセレク
トスイッチの個数は、配線１０３及び１０４によって電力が供給される各部の消費電力が
、タッチ検出期間と表示動作期間とで略同一となるように調整される。タッチ検出期間の
消費電力と、表示動作期間の消費電力との差が少ないほど、平滑コンデンサにかかる電圧
の周期的変化を低減し、平滑コンデンサの音鳴りを抑止又は低減できる。タッチ検出期間
と表示動作期間とにおける消費電力差が、例えば３０％未満であれば、平滑コンデンサに
かかる電圧の周期的変化を、平滑コンデンサの音鳴りを抑止又は低減できる程度に低減で
きる。
【０１２１】
（変形例２）
　上記の第１実施形態から第４実施形態及び変形例１は、それぞれ独立して実施すること
ができる。このため、第１実施形態から第４実施形態及び変形例１を複数組み合わせて実
施してもよい。各実施形態及び変形例１の実施によって消費できる電力が少ない場合に、
各実施形態及び変形例１を複数組み合わせて実施することにより消費する電力を適切に設
定できる場合がある。
【０１２２】
（変形例３）
　上記の説明では、所定電力を消費する第１期間が表示動作期間であり、第１期間より消
費電力の少ない第２期間がタッチ検出期間である場合について説明した。しかしながら、
第１期間及び第２期間は、これらに限定されない。第１期間及び第２期間は、それぞれ、
表示装置において、少なくとも一部の構成要素の消費電力が周期的に変化する期間のうち
、消費電力が相対的に多い期間及び消費電力が相対的に少ない期間であればよい。
【０１２３】
（比較例）
　次に、上記実施形態の構成を採用しない場合について説明する。
【０１２４】
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　表示装置が１画面分の表示動作を行う間にタッチ検出動作が１又は複数回実行される場
合、動作状態には表示動作期間と、タッチ検出期間と、が設けられることがある。表示動
作期間は所定電力を消費する期間である。タッチ検出期間は表示動作期間より消費電力の
少ない期間である。
【０１２５】
　図２９は、タッチ検出期間及び表示動作期間における、電源電圧ＶＧＬ及びＶＧＨ、駆
動信号Ｖｃｏｍの電圧値の変化の例を示す波形図である。図２９に示すように、電源電圧
ＶＧＬ及びＶＧＨ、駆動信号Ｖｃｏｍの電圧値は、表示動作期間とタッチ検出期間との切
り替わりに応じて変化する。特に、電源電圧ＶＧＬについては、表示動作期間は電力が多
く消費されるのに対し、タッチ検出期間は電力の消費が少ない。つまり、表示デバイス１
０については、所定電力を消費する第１期間（表示動作期間）と、第１期間より消費電力
の少ない第２期間（タッチ検出期間）とがある。
【０１２６】
　そして、図２９に示すように、表示装置は表示動作期間とタッチ検出期間とを繰り返す
ことにより、消費電力が周期的に（例えば、３．２ＫＨｚで）変化する。消費電力が周期
的に変化すると、平滑コンデンサにかかる電圧が周期的に変化し、平滑コンデンサが振動
する。したがって、消費電力の変化する周期が人間の可聴域に含まれる場合、平滑コンデ
ンサの振動が音鳴りとして聞こえることがある。
【０１２７】
　そこで、上記の各実施形態のように、タッチ検出期間において本来消費しない電力を消
費することにより、表示動作期間の消費電力とタッチ検出期間の消費電力との差を無くす
又は少なくすることができ、平滑コンデンサの振動を無くす又は低減でき、音鳴りを抑止
又は低減できる。
【０１２８】
＜５．適用例＞
　次に、図３０～図４２を参照して、実施形態及び変形例で説明したタッチ検出機能付き
表示装置１の適用例について説明する。図３０～図４２は、本実施形態に係るタッチ検出
機能付き表示装置１を適用する電子機器の一例を示す図である。本実施形態及び変形例に
係るタッチ検出機能付き表示装置１は、テレビジョン装置、デジタルカメラ、ノート型パ
ーソナルコンピュータ、携帯電話等の携帯端末装置あるいはビデオカメラなどのあらゆる
分野の電子機器に適用することが可能である。言い換えると、本実施形態及び変形例に係
るタッチ検出機能付き表示装置１は、外部から入力された映像信号あるいは内部で生成し
た映像信号を、画像あるいは映像として表示するあらゆる分野の電子機器に適用すること
が可能である。
【０１２９】
（適用例１）
　図３０に示す電子機器は、本実施形態及び変形例に係るタッチ検出機能付き表示装置１
が適用されるテレビジョン装置である。このテレビジョン装置は、例えば、フロントパネ
ル５１１及びフィルターガラス５１２を含む映像表示画面部５１０を有しており、この映
像表示画面部５１０は、本実施形態及び変形例に係るタッチ検出機能付き表示装置１であ
る。
【０１３０】
（適用例２）
　図３１及び図３２に示す電子機器は、本実施形態及び変形例に係るタッチ検出機能付き
表示装置１が適用されるデジタルカメラである。このデジタルカメラは、例えば、フラッ
シュ用の発光部５２１、表示部５２２、メニュースイッチ５２３及びシャッターボタン５
２４を有しており、その表示部５２２は、本実施形態及び変形例に係るタッチ検出機能付
き表示装置１である。
【０１３１】
（適用例３）
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　図３３に示す電子機器は、本実施形態及び変形例に係るタッチ検出機能付き表示装置１
が適用されるビデオカメラの外観を表すものである。このビデオカメラは、例えば、本体
部５３１、この本体部５３１の前方側面に設けられた被写体撮影用のレンズ５３２、撮影
時のスタート／ストップスイッチ５３３及び表示部５３４を有している。そして、表示部
５３４は、本実施形態及び変形例に係るタッチ検出機能付き表示装置１である。
【０１３２】
（適用例４）
　図３４に示す電子機器は、本実施形態及び変形例に係るタッチ検出機能付き表示装置１
が適用されるノート型パーソナルコンピュータである。このノート型パーソナルコンピュ
ータは、例えば、本体５４１、文字等の入力操作のためのキーボード５４２及び画像を表
示する表示部５４３を有しており、表示部５４３は、本実施形態及び変形例に係るタッチ
検出機能付き表示装置１である。
【０１３３】
（適用例５）
　図３５～図４１に示す電子機器は、本実施形態及び変形例に係るタッチ検出機能付き表
示装置１が適用される携帯電話機である。図３５は携帯電話機を開いた状態での正面図、
図３６は携帯電話機を開いた状態での右側面図、図３７は携帯電話機を折りたたんだ状態
での正面図、図３８は携帯電話機を折りたたんだ状態での左側面図、図３９は携帯電話機
を折りたたんだ状態での右側面図、図４０は携帯電話機を折りたたんだ状態での平面図、
図４１は携帯電話機を折りたたんだ状態での底面図である。この携帯電話機は、例えば、
上側筐体５５１と下側筐体５５２とを連結部（ヒンジ部）５５３で連結したものであり、
ディスプレイ５５４、サブディスプレイ５５５、ピクチャーライト５５６及びカメラ５５
７を有している。そのディスプレイ５５４又はサブディスプレイ５５５は、本実施形態及
び変形例に係るタッチ検出機能付き表示装置１である。
【０１３４】
（適用例６）
　図４２に示す電子機器は、携帯型コンピュータ、多機能な携帯電話、音声通話可能な携
帯コンピュータ又は通信可能な携帯コンピュータとして動作し、いわゆるスマートフォン
、タブレット端末と呼ばれることもある、情報携帯端末である。この情報携帯端末は、例
えば筐体５６１の表面に表示部５６２を有している。この表示部５６２は、本実施形態及
び変形例に係るタッチ検出機能付き表示装置１である。
【０１３５】
　以上、実施形態及び電子機器への適用例を挙げて本技術を説明したが、本技術はこれら
の実施形態等には限定されず、種々の変形が可能である。
【０１３６】
　例えば、上記実施形態等では、タッチセンサは静電容量式としたが、これに限定される
ものではなく、これに代えて、例えば光学式であってもよいし、抵抗膜式であってもよい
。
【０１３７】
　また、例えば、上記実施形態等では、表示素子は液晶素子としたが、これに限定される
ものではなく、これに代えて、例えばＥＬ（Electro Luminescence）素子であってもよい
。
【０１３８】
　さらに、上記実施形態等では、第１期間がタッチ検出機能付き表示装置１の表示動作期
間であり、第２期間がタッチ検出機能付き表示装置１のタッチ検出期間であるが、これら
の期間に限定されず、所定電力を消費する第１期間と第１期間より消費電力の少ない第２
期間とを有し、第１期間と第２期間とを繰り返すことにより消費電力が周期的に変化する
デバイスについて、本技術を適用できる。
【０１３９】
＜６．本開示の構成＞
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　なお、本技術は以下のような構成とすることができる。
【０１４０】
　（１）所定電力を消費する第１期間と前記第１期間より消費電力の少ない第２期間とを
有し、前記第１期間と前記第２期間とを繰り返すことにより消費電力が周期的に変化する
表示部と、
　前記表示部へ供給される電力を安定化する平滑コンデンサと、
　前記第２期間に、前記供給される電力を消費する電力消費部と、
　を含む表示装置。
【０１４１】
　（２）前記表示部は、表示デバイスにタッチ検出デバイスを内蔵して一体化したもので
あり、
　前記第１期間は前記表示デバイスの表示動作期間であり、
　前記第２期間は前記タッチ検出デバイスのタッチ検出期間である、前記（１）に記載の
表示装置。
　（３）前記表示部の動作を確認するテストを行う際に、テスト信号を前記表示部に印加
するために動作させるテスト用スイッチング素子をさらに備え、
　前記電力消費部は、
　前記第２期間に、前記テスト用スイッチング素子を動作させて電力を消費する、前記（
１）又は前記（２）に記載の表示装置。
　（４）前記テスト用スイッチング素子と前記表示部との間の信号線に、前記信号線の電
圧値を一定に保つ信号を、前記第２期間に印加する信号印加部をさらに備える、前記（３
）に記載の表示装置。
　（５）前記信号線の電圧値を一定に保つ信号は、前記第２期間に、前記表示部に設けら
れている画素信号線を所定の電圧に設定するための信号である、前記（４）に記載の表示
装置。
【０１４２】
　（６）前記電力消費部は、前記第１期間に動作するスイッチング素子を含み、
　前記スイッチング素子は、前記第２期間にも動作して前記供給される電力を消費する、
　前記（１）に記載の表示装置。
　（７）前記スイッチング素子は、第１トランジスタ素子及び第２トランジスタ素子を含
み、
　前記第２期間のいずれのタイミングにおいても前記第１トランジスタ素子及び前記第２
トランジスタ素子の少なくとも一方がオン状態になるように、前記第１トランジスタ素子
及び前記第２トランジスタ素子はそれぞれ所定周期でオンオフ制御され、前記所定周期は
前記第１期間での前記表示部の消費電力に応じて設定される、
　前記（６）に記載の表示装置。
　（８）前記スイッチング素子を複数含み、複数の前記スイッチング素子に含まれる前記
第１トランジスタ素子及び前記第２トランジスタ素子は、ソース同士及びドレイン同士が
接続されており、
　複数の前記スイッチング素子に含まれるすべての前記第１トランジスタ素子及び前記第
２トランジスタ素子のそれぞれのソース及びドレインの一方は前記表示部へ接続される信
号線に接続され、前記第１トランジスタ素子及び前記第２トランジスタ素子のそれぞれの
ソース及びドレインの他方はすべての前記第１トランジスタ素子及び前記第２トランジス
タ素子に共通に設けられた信号線に接続され、
　複数の前記スイッチング素子に含まれるすべての前記第１トランジスタ素子及び前記第
２トランジスタ素子のうちのいずれか一つのトランジスタ素子がオフからオンへ遷移する
タイミングと、複数の前記スイッチング素子に含まれるすべての前記第１トランジスタ素
子及び前記第２トランジスタ素子のうちの他のいずれか一つのトランジスタ素子がオンか
らオフへ遷移するタイミングとが一致するように制御される、前記（７）に記載の表示装
置。
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　（９）複数の前記スイッチング素子に含まれるすべての前記第１トランジスタ素子及び
前記第２トランジスタ素子のうちの一部は、前記第２期間のいずれのタイミングにおいて
も常にオン状態になるように制御される、前記（８）に記載の表示装置。
　（１０）複数の前記スイッチング素子は、
　前記表示部に表示される画像に対応する画像信号に含まれる複数種類の色信号それぞれ
に対応して設けられている、前記（８）又は前記（９）に記載の表示装置。
【０１４３】
　（１１）前記電力消費部は、前記第１期間の前記表示部の動作に影響を与えずに動作す
るダミー素子を含み、
　前記ダミー素子は、前記第２期間に動作して前記供給される電力を消費する、
　前記（１）又は前記（２）に記載の表示装置。
【０１４４】
　（１２）前記第２期間に動作するスイッチング素子を含み、
　前記電力消費部は、前記スイッチング素子と共に動作し、かつ、前記表示部の動作に影
響を与えずに動作するダミー素子を含み、
　前記ダミー素子は、前記第２期間に動作して前記供給される電力を消費する、
　前記（１）又は前記（２）に記載の表示装置。
　（１３）前記電力消費部は、前記ダミー素子を、前記第１期間の前記表示部の消費電力
と前記第２期間の前記スイッチング素子による消費電力とに応じた数だけ含む、
　前記（１２）に記載の表示装置。
【０１４５】
　（１４）前記電力消費部は、前記供給される電力によって充放電動作するコンデンサを
含み、
　前記コンデンサは、前記第２期間に充放電動作する、前記（１）又は前記（２）に記載
の表示装置。
【０１４６】
　（１５）前記（１）から前記（１４）までのいずれかに記載の表示装置を備えた電子機
器。
【０１４７】
　また、タッチ検出機能付き表示デバイスがオンセルタイプの装置である場合、本技術は
以下のような構成とすることができる。
　（２１）所定電力を消費する第１期間と前記第１期間より消費電力の少ない第２期間と
を有し、前記第１期間と前記第２期間とを繰り返すことにより消費電力が周期的に変化す
る表示部と、
　前記表示部へ供給される電力を安定化する平滑コンデンサと、
　前記第２期間に、前記供給される電力を消費する電力消費部と、
　を含む表示装置。
【０１４８】
　（２２）前記表示部は、表示デバイスの上方にタッチ検出デバイスを設けたものであり
、
　前記第１期間は前記表示デバイスの表示動作期間であり、
　前記第２期間は前記タッチ検出デバイスのタッチ検出期間である、前記（２１）に記載
の表示装置。
　（２３）前記表示部の動作を確認するテストを行う際に、テスト信号を前記表示部に印
加するために動作させるテスト用スイッチング素子をさらに備え、
　前記電力消費部は、
　前記第２期間に、前記テスト用スイッチング素子を動作させて電力を消費する、前記（
２１）又は前記（２２）に記載の表示装置。
　（２４）前記テスト用スイッチング素子と前記表示部との間の信号線に、前記信号線の
電圧値を一定に保つ信号を、前記第２期間に印加する信号印加部をさらに備える、前記（
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２３）に記載の表示装置。
　（２５）前記信号線の電圧値を一定に保つ信号は、前記第２期間に、前記表示部に設け
られている画素信号線を所定の電圧に設定するための信号である、前記（２４）に記載の
表示装置。
【０１４９】
　（２６）前記電力消費部は、前記第１期間に動作するスイッチング素子を含み、
　前記スイッチング素子は、前記第２期間にも動作して前記供給される電力を消費する、
前記（２１）に記載の表示装置。
　（２７）前記スイッチング素子は、第１トランジスタ素子及び第２トランジスタ素子を
含み、
　前記第２期間のいずれのタイミングにおいても前記第１トランジスタ素子及び前記第２
トランジスタ素子の少なくとも一方がオン状態になるように、前記第１トランジスタ素子
及び前記第２トランジスタ素子はそれぞれ所定周期でオンオフ制御され、前記所定周期は
前記第１期間での前記表示部の消費電力に応じて設定される、前記（２６）に記載の表示
装置。
　（２８）前記スイッチング素子を複数含み、複数の前記スイッチング素子に含まれる前
記第１トランジスタ素子及び前記第２トランジスタ素子は、ソース同士及びドレイン同士
が接続されており、
　複数の前記スイッチング素子に含まれるすべての前記第１トランジスタ素子及び前記第
２トランジスタ素子のそれぞれのソース及びドレインの一方は前記表示部へ接続される信
号線に接続され、前記第１トランジスタ素子及び前記第２トランジスタ素子のそれぞれの
ソース及びドレインの他方はすべての前記第１トランジスタ素子及び前記第２トランジス
タ素子に共通に設けられた信号線に接続され、
　複数の前記スイッチング素子に含まれるすべての前記第１トランジスタ素子及び前記第
２トランジスタ素子のうちのいずれか一つのトランジスタ素子がオフからオンへ遷移する
タイミングと、複数の前記スイッチング素子に含まれるすべての前記第１トランジスタ素
子及び前記第２トランジスタ素子のうちの他のいずれか一つのトランジスタ素子がオンか
らオフへ遷移するタイミングとが一致するように制御される、前記（２７）に記載の表示
装置。
　（２９）複数の前記スイッチング素子に含まれるすべての前記第１トランジスタ素子及
び前記第２トランジスタ素子のうちの一部は、前記第２期間のいずれのタイミングにおい
ても常にオン状態になるように制御される、前記（２８）に記載の表示装置。
　（３０）複数の前記スイッチング素子は、
　前記表示部に表示される画像に対応する画像信号に含まれる複数種類の色信号それぞれ
に対応して設けられている、前記（２８）又は前記（２９）に記載の表示装置。
【０１５０】
　（３１）前記電力消費部は、前記第１期間の前記表示部の動作に影響を与えずに動作す
るダミー素子を含み、
　前記ダミー素子は、前記第２期間に動作して前記供給される電力を消費する、前記（２
１）又は前記（２２）に記載の表示装置。
【０１５１】
　（３２）前記第２期間に動作するスイッチング素子を含み、
　前記電力消費部は、前記スイッチング素子と共に動作し、かつ、前記表示部の動作に影
響を与えずに動作するダミー素子を含み、
　前記ダミー素子は、前記第２期間に動作して前記供給される電力を消費する、前記（２
１）又は前記（２２）に記載の表示装置。
　（３３）前記電力消費部は、前記ダミー素子を、前記第１期間の前記表示部の消費電力
と前記第２期間の前記スイッチング素子による消費電力とに応じた数だけ含む、前記（２
２）に記載の表示装置。
【０１５２】
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　（３４）前記電力消費部は、前記供給される電力によって充放電動作するコンデンサを
含み、
　前記コンデンサは、前記第２期間に充放電動作する、前記（２１）又は前記（２２）に
記載の表示装置。
【０１５３】
　（３５）前記（２１）から前記（３４）までのいずれかに記載の表示装置を備えた電子
機器。
【符号の説明】
【０１５４】
１　タッチ検出機能付き表示装置
２　画素基板
３　対向基板
１０　タッチ検出機能付き表示デバイス
１１　制御部
１２、１２Ａ、１２Ｂ　ゲートドライバ
１３　ソースドライバ
１３Ｓ　ソースセレクタ部
１４　駆動電極ドライバ
１４Ａ、１４Ｂ　駆動電極走査部
１５　テスト用スイッチング素子部
１５Ｂ　インバータ
１５Ｄ、１６　バッファ
１５ＳＷ　テスト用スイッチング素子
１７　評価ボード
１９　ＣＯＧ
２０　液晶表示デバイス
２１　ＴＦＴ基板
３０　タッチ検出デバイス
４０　タッチ検出部
４２　タッチ検出信号増幅部
４３　Ａ／Ｄ変換部
４４　信号処理部
４５　座標抽出部
４６　検出タイミング制御部
１００　電源ＩＣ
１０１、１０２、１０３、１０４、１０５　配線
１１０　電源回路
１１１　ドライバ
２０１　ＭＯＳトランジスタ
Ｃ１０　コンデンサ
Ｃ１１、Ｃ１２、Ｃ１３、Ｃ１４　平滑コンデンサ
ＳＲ１、ＳＲ２、ＳＲ３　シフトレジスタ
ＳＷＢ、ＳＷＧ、ＳＷＲ　スイッチ
Ｔ　フレキシブルプリント基板



(29) JP 6046592 B2 2016.12.21

【図１】 【図２】

【図３】

【図４】

【図５】

【図６】

【図７】



(30) JP 6046592 B2 2016.12.21

【図８】 【図９】

【図１０】

【図１１】

【図１２】



(31) JP 6046592 B2 2016.12.21

【図１３】 【図１４】

【図１５】 【図１６】



(32) JP 6046592 B2 2016.12.21

【図１７】

【図１８】

【図１９】

【図２０】 【図２１】



(33) JP 6046592 B2 2016.12.21

【図２２】

【図２３】

【図２４】

【図２５】

【図２６】

【図２７】 【図２８】



(34) JP 6046592 B2 2016.12.21

【図２９】 【図３０】

【図３１】

【図３２】

【図３３】

【図３４】

【図３５】



(35) JP 6046592 B2 2016.12.21

【図３６】

【図３７】

【図３８】

【図３９】

【図４０】

【図４１】

【図４２】



(36) JP 6046592 B2 2016.12.21

10

20

30

フロントページの続き

(51)Int.Cl.                             ＦＩ                                                        
   Ｇ０６Ｆ   3/044    (2006.01)           Ｇ０９Ｇ    3/20     ６１２Ｔ        　　　　　
   　　　　                                Ｇ０２Ｆ    1/133    ５３０　        　　　　　
   　　　　                                Ｇ０２Ｆ    1/1333   　　　　        　　　　　
   　　　　                                Ｇ０２Ｆ    1/133    ５５０　        　　　　　
   　　　　                                Ｇ０２Ｆ    1/133    ５２０　        　　　　　
   　　　　                                Ｇ０６Ｆ    3/041    ４１０　        　　　　　
   　　　　                                Ｇ０６Ｆ    3/044    １２０　        　　　　　

(72)発明者  小松　英敏
            東京都港区西新橋三丁目７番１号　株式会社ジャパンディスプレイ内
(72)発明者  小出　元
            東京都港区西新橋三丁目７番１号　株式会社ジャパンディスプレイ内
(72)発明者  伊藤　大亮
            東京都港区西新橋三丁目７番１号　株式会社ジャパンディスプレイ内

    審査官  斎藤　厚志

(56)参考文献  国際公開第２０１１／１４５３６０（ＷＯ，Ａ１）　　
              特開２０１２－２４７４６２（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００２－１２３２３４（ＪＰ，Ａ）　　　
              国際公開第２００８／１０２４７９（ＷＯ，Ａ１）　　
              特開平１１－１０２１６９（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｇ０９Ｇ　　　３／３６　　　　
              Ｇ０２Ｆ　　　１／１３３　　　
              Ｇ０２Ｆ　　　１／１３３３　　
              Ｇ０６Ｆ　　　３／０４１　　　
              Ｇ０６Ｆ　　　３／０４４　　　
              Ｇ０９Ｇ　　　３／２０　　　　


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

